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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のオーディオ信号を取得して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取
可能なように再生する外部接続機器から複数のチャンネルを介して送信された、当該外部
接続機器が取得したオーディオ信号を受信するオーディオ信号受信装置であって、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機器が取得したオ
ーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記外部接続機器においてユーザが聴取
可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報
と、を含む音源情報を受信する音源情報受信部と、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている、前記外部接続機器が取得した
オーディオ信号を受信するオーディオ信号受信部と、
　前記音源情報に基づいて、オーディオ信号受信装置において再生可能なオーディオ信号
の音源種類を判別して再生可能音源とする再生可能音源設定部と、
を備え、
　前記再生可能音源設定部は、前記外部接続機器においてユーザが聴取可能なように再生
されているオーディオ信号の音源を、外部接続機器再生音源として再生可能音源に設定す
る、オーディオ信号受信装置。
【請求項２】
　前記オーディオ信号受信装置は、前記再生可能音源の中から再生する音源を選択する音
源選択部を更に備える、請求項１に記載のオーディオ信号受信装置。
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【請求項３】
　前記音源選択部が、第１のチャンネルに対応した前記オーディオ信号を選択しており、
前記外部接続機器再生音源情報が当該第１のチャンネルに対応した前記オーディオ信号を
表す情報に変更となった際に、
　前記再生可能音源設定部は、当該変更の直前における前記オーディオ信号受信装置の状
態を記憶する、請求項２に記載のオーディオ信号受信装置。
【請求項４】
　前記外部接続機器再生音源情報が第１のチャンネルに対応した前記オーディオ信号を表
す情報となっており、前記音源選択部が当該第１のチャンネルに対応した前記オーディオ
信号を選択した際に、
　前記再生可能音源設定部は、前記外部接続機器が再生している前記第１のチャンネルの
バンド以外の選択を禁止する、請求項２に記載のオーディオ信号受信装置。
【請求項５】
　前記オーディオ信号受信装置は、所定の情報を表示する表示部を更に備え、
　前記表示部には、前記外部接続機器が再生しているオーディオ信号の音源であることを
示す情報と、前記外部接続機器が再生している音源種別を示す情報とが表示される、請求
項１に記載のオーディオ信号受信装置。
【請求項６】
　前記再生可能音源設定部は、前記外部接続機器再生音源情報に記載されている音源種別
の表示を、前記外部接続機器が再生している音源種別であることを示すように変更させる
、請求項１に記載のオーディオ信号受信装置。
【請求項７】
　前記オーディオ信号受信部が、前記外部接続機器再生音源情報に記載されている音源種
別に対応した前記オーディオ信号を受信している際に、
　前記オーディオ信号受信装置により前記外部接続機器への操作を行うことが禁止される
、請求項１に記載のオーディオ信号受信装置。
【請求項８】
　複数のオーディオ信号を取得して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取
可能なように再生する外部接続機器から複数のチャンネルを介して送信された、当該外部
接続機器が取得したオーディオ信号を受信するオーディオ信号受信装置において行われる
オーディオ信号受信方法であって、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機器が取得したオ
ーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記外部接続機器においてユーザが聴取
可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報
と、を含む音源情報を受信する音源情報受信ステップと、
　前記音源情報に基づいて、オーディオ信号受信装置において再生可能なオーディオ信号
の音源種類を判別して再生可能音源とするとともに、前記外部接続機器においてユーザが
聴取可能なように再生されているオーディオ信号の音源を、外部接続機器再生音源として
再生可能音源に設定する再生可能音源設定ステップと、
　前記再生可能音源として設定されているオーディオ信号を前記外部接続機器から受信す
るステップと、
を含む、オーディオ信号受信方法。
【請求項９】
　複数のオーディオ信号を取得して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取
可能なように再生する外部接続機器から複数のチャンネルを介して送信された、当該外部
接続機器が取得したオーディオ信号を受信するオーディオ信号受信装置としてコンピュー
タを機能させるためのプログラムであって、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機器が取得したオ
ーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記外部接続機器においてユーザが聴取
可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報
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と、を含む音源情報を受信する音源情報受信機能と、
　前記音源情報に基づいて再生可能なオーディオ信号の音源種類を判別して再生可能音源
とするとともに、前記外部接続機器においてユーザが聴取可能なように再生されているオ
ーディオ信号の音源を、外部接続機器再生音源として再生可能音源に設定する再生可能音
源設定機能と、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機器が取得したオ
ーディオ信号を受信する機能と、
をコンピュータに実現させる、プログラム。
【請求項１０】
　複数のオーディオ信号を取得して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取
可能なように再生するとともに、取得したオーディオ信号を複数のチャンネルを介して送
信するオーディオ信号送信装置と、前記オーディオ信号送信装置から前記オーディオ信号
送信装置が取得したオーディオ信号を受信するオーディオ信号受信装置と、を備えるオー
ディオ信号伝送システムであって、
　前記オーディオ信号送信装置は、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記オーディオ信号送信装置が
取得したオーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記オーディオ信号送信装置
においてユーザが聴取可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部
接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を前記オーディオ信号受信装置に送信する伝送
制御部と、
　オーディオ信号送信装置が取得したオーディオ信号を前記オーディオ信号受信装置に送
信するオーディオ信号送信部と、
を備え、
　前記オーディオ信号受信装置は、
　前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記オーディオ信号送信装置が
取得したオーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記オーディオ信号送信装置
においてユーザが聴取可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部
接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を前記オーディオ信号送信装置から受信する音
源情報受信部と、
　オーディオ信号送信装置が取得したオーディオ信号を前記オーディオ信号送信装置から
受信するオーディオ信号受信部と、
　前記音源情報に基づいて再生可能なオーディオ信号の音源種類を判別して再生可能音源
とする再生可能音源設定部と、を備え、
　前記再生可能音源設定部は、前記オーディオ信号送信装置が再生しているオーディオ信
号の音源を、外部接続機器再生音源として再生可能音源に設定する、オーディオ信号伝送
システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、オーディオ信号受信装置、オーディオ信号受信方法、プログラムおよびオー
ディオ信号伝送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、ホームシアターシステム等の普及や情報伝送技術の発達に伴い、オーディオ信号
を複数のチャンネルを用いて伝送する技術が盛んに用いられるようになった。かかるホー
ムシアターシステムにおいては、オーディオ信号を送信する側の装置と、オーディオ信号
を受信する側の装置とは、各種の接続コードを用いて接続されることが多い。
【０００３】
　ここで、ホームシアターシステムを構成する複数のスピーカーのレイアウトの自由度を
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高めるために、送信側の装置と、受信側の装置であるスピーカーとを、接続コードを用い
ることなく、いわゆるワイヤレスで接続する試みがなされている。
【０００４】
　かかるワイヤレス接続を実現するために、赤外線を用いてオーディオ信号を伝送する方
法が開示されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００５】
【特許文献１】特開２００７－２７９２８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の方法では、信号の伝送に用いる帯域が赤外線領
域であるために、送信側の装置と受信側の装置との間に障害物が存在すると、オーディオ
信号の伝送ができないという問題があった。
【０００７】
　また、従来、オーディオ信号受信装置（子機）は、オーディオ信号送信装置（親機）か
ら送信されたオーディオ信号を受信するのみであり、ユーザは、オーディオ信号受信装置
を操作することでオーディオ信号送信装置に対して何らかの操作（例えば、送信している
オーディオ信号の切り替え操作等）を行うことはできなかった。
【０００８】
　そこで、本発明は、このような問題に鑑みてなされたもので、その目的は、オーディオ
信号を受信している子機を操作することで、親機が送信しているオーディオ信号を切り替
えることができ、かつ、子機側の装置の操作により親機が受ける影響を排除することが可
能な、新規かつ改良されたオーディオ信号受信装置、オーディオ信号受信方法、プログラ
ムおよびオーディオ信号伝送システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、複数のオーディオ信号を取得
して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取可能なように再生する外部接続
機器から複数のチャンネルを介して送信された、当該外部接続機器が取得したオーディオ
信号を受信するオーディオ信号受信装置であって、前記複数のチャンネルそれぞれを介し
て送信されている前記外部接続機器が取得したオーディオ信号の音源種別を表す音源種別
情報と、前記外部接続機器においてユーザが聴取可能なように再生されているオーディオ
信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を受信する音源情報
受信部と、前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている、前記外部接続機器が
取得したオーディオ信号を受信するオーディオ信号受信部と、前記音源情報に基づいて、
オーディオ信号受信装置において再生可能なオーディオ信号の音源種類を判別して再生可
能音源とする再生可能音源設定部と、を備え、前記再生可能音源設定部は、前記外部接続
機器においてユーザが聴取可能なように再生されているオーディオ信号の音源を、外部接
続機器再生音源として再生可能音源に設定するオーディオ信号受信装置が提供される。
 
【００１０】
　前記オーディオ信号受信装置は、前記再生可能音源の中から再生する音源を選択する音
源選択部を更に備えてもよい。
【００１１】
　前記音源選択部が、第１のチャンネルに対応した前記オーディオ信号を選択しており、
前記外部接続機器再生音源情報が当該第１のチャンネルに対応した前記オーディオ信号を
表す情報に変更となった際に、前記再生可能音源設定部は、当該変更の直前における前記
オーディオ信号受信装置の状態を記憶してもよい。
 
【００１２】
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　前記外部接続機器再生音源情報が第１のチャンネルに対応した前記オーディオ信号を表
す情報となっており、前記音源選択部が当該第１のチャンネルに対応した前記オーディオ
信号を選択した際に、前記再生可能音源設定部は、前記外部接続機器が再生している前記
第１のチャンネルのバンド以外の選択を禁止してもよい。
 
【００１３】
　前記オーディオ信号受信装置は、所定の情報を表示する表示部を更に備え、前記表示部
には、前記外部接続機器が再生しているオーディオ信号の音源であることを示す情報と、
前記外部接続機器が再生している音源種別を示す情報とが表示されてもよい。
【００１４】
　前記再生可能音源設定部は、前記外部接続機器再生音源情報に記載されている音源種別
の表示を、前記外部接続機器が再生している音源種別であることを示すように変更させて
もよい。
【００１５】
　前記オーディオ信号受信部が、前記外部接続機器再生音源情報に記載されている音源種
別に対応した前記オーディオ信号を受信している際に、前記オーディオ信号受信装置によ
り前記外部接続機器への操作を行うことが禁止されてもよい。
 
【００１６】
　上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、複数のオーディオ信号を取得
して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取可能なように再生する外部接続
機器から複数のチャンネルを介して送信された、当該外部接続機器が取得したオーディオ
信号を受信するオーディオ信号受信装置において行われるオーディオ信号受信方法であっ
て、前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機器が取得した
オーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記外部接続機器においてユーザが聴
取可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情
報と、を含む音源情報を受信する音源情報受信ステップと、前記音源情報に基づいて、オ
ーディオ信号受信装置において再生可能なオーディオ信号の音源種類を判別して再生可能
音源とするとともに、前記外部接続機器においてユーザが聴取可能なように再生されてい
るオーディオ信号の音源を、外部接続機器再生音源として再生可能音源に設定する再生可
能音源設定ステップと、前記再生可能音源として設定されているオーディオ信号を前記外
部接続機器から受信するステップと、を含むオーディオ信号受信方法が提供される。
 
【００１７】
　上記課題を解決するために、本発明の更に別の観点によれば、複数のオーディオ信号を
取得して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取可能なように再生する外部
接続機器から複数のチャンネルを介して送信された、当該外部接続機器が取得したオーデ
ィオ信号を受信するオーディオ信号受信装置としてコンピュータを機能させるためのプロ
グラムであって、前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機
器が取得したオーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報と、前記外部接続機器におい
てユーザが聴取可能なように再生されているオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機
器再生音源情報と、を含む音源情報を受信する音源情報受信機能と、前記音源情報に基づ
いて再生可能なオーディオ信号の音源種類を判別して再生可能音源とするとともに、前記
外部接続機器においてユーザが聴取可能なように再生されているオーディオ信号の音源を
、外部接続機器再生音源として再生可能音源に設定する再生可能音源設定機能と、前記複
数のチャンネルそれぞれを介して送信されている前記外部接続機器が取得したオーディオ
信号を受信する機能と、をコンピュータに実現させるためのプログラムが提供される。
 
【００１８】
　かかる構成によれば、コンピュータプログラムは、コンピュータが備える記憶部に格納
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され、コンピュータが備えるＣＰＵに読み込まれて実行されることにより、そのコンピュ
ータを上記のオーディオ信号受信装置として機能させる。また、コンピュータプログラム
が記録された、コンピュータで読み取り可能な記録媒体も提供することができる。記録媒
体は、例えば、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、フラッシュメモリなどであ
る。また、上記のコンピュータプログラムは、記録媒体を用いずに、例えばネットワーク
を介して配信してもよい。
【００１９】
　上記課題を解決するために、本発明の更に別の観点によれば、複数のオーディオ信号を
取得して、取得したオーディオ信号のいずれかをユーザが聴取可能なように再生するとと
もに、取得したオーディオ信号を複数のチャンネルを介して送信するオーディオ信号送信
装置と、前記オーディオ信号送信装置から前記オーディオ信号送信装置が取得したオーデ
ィオ信号を受信するオーディオ信号受信装置と、を備えるオーディオ信号伝送システムで
あって、前記オーディオ信号送信装置は、前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信さ
れている前記オーディオ信号送信装置が取得したオーディオ信号の音源種別を表す音源種
別情報と、前記オーディオ信号送信装置においてユーザが聴取可能なように再生されてい
るオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を前記
オーディオ信号受信装置に送信する伝送制御部と、オーディオ信号送信装置が取得したオ
ーディオ信号を前記オーディオ信号受信装置に送信するオーディオ信号送信部と、を備え
、前記オーディオ信号受信装置は、前記複数のチャンネルそれぞれを介して送信されてい
る前記オーディオ信号送信装置が取得したオーディオ信号の音源種別を表す音源種別情報
と、前記オーディオ信号送信装置においてユーザが聴取可能なように再生されているオー
ディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を前記オーデ
ィオ信号送信装置から受信する音源情報受信部と、オーディオ信号送信装置が取得したオ
ーディオ信号を前記オーディオ信号送信装置から受信するオーディオ信号受信部と、前記
音源情報に基づいて再生可能なオーディオ信号の音源種類を判別して再生可能音源とする
再生可能音源設定部と、を備え、前記再生可能音源設定部は、前記オーディオ信号送信装
置が再生しているオーディオ信号の音源を、外部接続機器再生音源として再生可能音源に
設定するオーディオ信号伝送システムが提供される。
 
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、オーディオ信号を受信している子機を操作することで、親機が送信し
ているオーディオ信号を切り替えることができ、かつ、子機側の装置の操作により親機が
受ける影響を排除することが可能である。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２２】
（本発明の基本となる技術について）
　まず、図１～図１０を参照しながら、本発明の基本となる技術（以下、基本技術とも称
する。）であるオーディオ信号伝送技術について、詳細に説明する。
【００２３】
＜用語の定義＞
　まず、基本技術を説明する上で使用する用語について、以下のように定義する。
【００２４】
　Ｓ－ＡＩＲ：以下で説明する基本技術である、ワイヤレスオーディオ伝送技術の名称で
ある。Ｓｏｎｙ　Ａｕｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ　Ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑｕｅｎｃ
ｙの略である。以下、基本技術を、Ｓ－ＡＩＲとも称する。



(7) JP 4561825 B2 2010.10.13

10

20

30

40

50

【００２５】
　ソース：オーディオ信号の音源である。
【００２６】
　チャンネル：オーディオ信号やデータ等を伝送するための経路である。Ｓ－ＡＩＲでは
、例えばステレオ４チャンネルのオーディオ信号の伝送が可能であるため、オーディオ伝
送のチャンネルを、順にＣＨ１、ＣＨ２、ＣＨ３、ＣＨ４と表すこととする。
【００２７】
　メインチャンネル：メイン子機が再生することが可能なチャンネルである。メインチャ
ンネルには、基本的に独立したソースが割り当てられる。なお、メイン子機については、
以下で改めて定義する。
【００２８】
　サブチャンネル：サブ子機が再生することが可能なチャンネルである。サブチャンネル
には、主に一つのソースから派生したオーディオ信号が、サラウンド用オーディオ信号と
して割り当てられる。なお、サブ子機については、以下で改めて定義する。
【００２９】
　親機：オーディオ信号を送信することが可能な機器（オーディオ信号送信装置）である
。親機は、機器の能力により、サラウンドモードかマルチソースモードの状態をとる。サ
ラウンドモードの親機は、ＣＨ（チャンネル）１のみがメインチャンネルとなり、他のＣ
Ｈはサブチャンネルとなる。マルチソースモードの親機はすべてのチャンネルがメインチ
ャンネルとなる。
【００３０】
　子機：オーディオ信号を受信することが可能な機器（オーディオ信号受信装置）である
。子機は、メインチャンネルを再生するメイン子機、または、サブチャンネルを再生する
サブ子機の状態をとる。
【００３１】
　メイン子機：親機のメインチャンネルを再生する子機である。親機がサラウンドモード
の場合は、親機にリンクするすべてのメイン子機がＣＨ１を再生することが可能である。
親機がマルチソースモードの場合は、個々のメイン子機が、ＣＨ１、ＣＨ２、ＣＨ３、Ｃ
Ｈ４から一つのチャンネルを選択して再生することが可能である。
【００３２】
　サブ子機：親機のサブチャンネルを再生する子機である。親機がサラウンドモードの場
合は、サブ子機は、チャンネルマッピングに応じて、自身の持つ機能に合致する親機のサ
ブチャンネルを選択して再生することが可能である。親機が自身の持つサブチャンネル機
能を有していない場合は、再生を行わない。また、親機がマルチソースモードの場合は、
サブ子機は、親機とリンクすることができない。
【００３３】
　識別ＩＤ（Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ）：親機と子機の誤接続を防ぐための識別子である。
【００３４】
　シンク：親機と子機とが通信可能な状態にあることを表す用語である。
【００３５】
　リンク：親機と子機とがシンクした後に所定の手順を踏み、実際にオーディオ信号が再
生可能になった状態を表す用語である。
【００３６】
　ペアリングモード：意図しない子機とのリンクを防止するために、特定の親機と子機の
みをリンク可能にする操作である。
【００３７】
　ＲＯＯＭ（ルーム）：親機が同時に再生・送信可能なソースの数を表す単位である。Ｓ
－ＡＩＲでは、親機自身が再生するソースをＭＡＩＮ　ＲＯＯＭ（メインルーム）と規定
し、ワイヤレスオーディオ伝送のチャンネルをＣＨ１、ＣＨ２、ＣＨ３、ＣＨ４に送信す
るソースを、それぞれＲＯＯＭ１、ＲＯＯＭ２、ＲＯＯＭ３、ＲＯＯＭ４と規定する。親
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機がサラウンドモードの場合は、ＣＨ１のみがメインチャンネルとなるため、再生・送信
可能なソースの数はＭＡＩＮ　ＲＯＯＭとＲＯＯＭ１の２ＲＯＯＭとなる。同様に、親機
がマルチソースモードの場合は、ＭＡＩＮ　ＲＯＯＭとＲＯＯＭ１～４の最大５ＲＯＯＭ
となる。
【００３８】
　ＦＵＮＣＴＩＯＮ（ファンクション）：機器の持つ機能を表す用語である。子機が複数
の機能を持つ場合は、本基本技術も一つのファンクションとなる。
【００３９】
　ＭＡＩＮ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ（メインファンクション）：メインチャンネルに流れるソ
ースが、ＭＡＩＮ　ＲＯＯＭと同じソースである場合を表す用語である。
【００４０】
　ＳＵＢ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ（サブファンクション）：メインチャンネルに流れるソース
が、ＭＡＩＮ　ＲＯＯＭとは異なるソースである場合を表す用語である。
【００４１】
　ＰＡＲＴＹ　ｍｏｄｅ（パーティモード）：メイン子機にＭＡＩＮ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ
を配信し、リンクしている全てのメイン子機が親機と同じソースを再生するモードである
。親機及びメイン子機から行われた親機の操作は、全ての子機に反映される。
【００４２】
　ＳＥＰＡＲＡＴＥ　ｍｏｄｅ（セパレートモード）：メイン子機にはＳＵＢ　ｆｕｎｃ
ｔｉｏｎを配信し、メイン子機は、それぞれが選択したソースを再生するモードである。
【００４３】
　Ｓ－ＡＩＲ　ｍｏｄｅ：メインチャンネルに配信する音楽ソースをＰＡＲＴＹ　ｍｏｄ
ｅにするかＳＥＰＡＲＡＴＥ　ｍｏｄｅにするか切り替えるボタンの名称である。
【００４４】
　なお、以下の図２～図１０に示した例（ユースケース）では、親機、子機を図１に示し
たように表すこととする。図１は、基本技術における各機器を表す図を説明するための説
明図である。図１に示したように、以下の図２～図１０では、親機を符号１のように表す
こととする。また、メイン子機を符号２のように表すこととし、サブ子機を符号３または
符号４のように表すこととする。
【００４５】
＜基本技術の概要＞
　次に、図２を参照しながら、Ｓ－ＡＩＲにおける機能の概要について、詳細に説明する
。図２は、基本技術における機能の概要を説明するための説明図である。
【００４６】
　Ｓ－ＡＩＲ（Ｓｏｎｙ　Ａｕｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒａｃｔｉｖｅ　Ｒａｄｉｏ　ｆｒｅｑ
ｕｅｎｃｙ）は、一台の親機から複数台の子機に対してオーディオ信号を伝送する規格で
あり、例えば以下に示した特徴を有する。
【００４７】
　（１）デジタルワイヤレス光伝送技術の後継として使用可能であり、簡易マルチルーム
システムを実現することが可能である。
　（２）ＣＤクオリティで、ステレオ２チャンネルのリニアＰＣＭオーディオ信号を、同
時に４本伝送することが可能である。
　（３）オーディオチャンネルとは別にデータチャンネルを持ち、親機・子機間の通信が
可能である。
　（４）２．４ＧＨｚ帯のワイヤレス通信システムであるが、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈや無線
ＬＡＮ（ＩＥＥＥ　８０２．１１ｂ／ｇ等）と互換性を持たない。
【００４８】
　また、例えば図２に示したように、基本的にＳ－ＡＩＲ　ＩＤ（識別ＩＤ）が親機と子
機で一致していれば、電源を投入するだけで親機と子機がリンクし、ワイヤレスでの音楽
再生が可能となる。
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【００４９】
［親機機能の概要］
　Ｓ－ＡＩＲ親機が有する主な機能のいくつかは、以下のとおりである。すなわち、Ｓ－
ＡＩＲ親機は、オーディオ信号を子機に伝送可能であり、子機のボリュームを調整可能で
あり、子機の状態を取得可能である。
【００５０】
［子機機能の概要］
　Ｓ－ＡＩＲ子機が有する主な機能のいくつかは、以下のとおりである。すなわち、Ｓ－
ＡＩＲ子機は、親機から送信されたオーディオ信号を再生可能であり、サラウンド子機ま
たはメイン子機として使用可能であり、親機から送信されたデータを表示可能である。ま
た、Ｓ－ＡＩＲ子機のなかには、親機の走行状態を操作可能なものも存在する。
【００５１】
［キー定義］
　Ｓ－ＡＩＲで使用するキーには、例えば以下の表１に示したようなものがある。
【００５２】
【表１】

【００５３】
　ここで、上記表１において、「◎」は、必須のキーを表し、「○」は、オプションを表
し、「－」は、規定しないことを表す。
【００５４】
＜親機と子機の接続について＞
　以下では、親機に設けられたＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉ
ｔ）、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）
、外部機器通信部等からなる接続制御部、または、子機に設けられたＣＰＵ、ＲＯＭ、Ｒ
ＡＭ、ＤＳＰ、外部機器通信部等からなる接続制御部の少なくともいずれかが有する機能
について、詳細に説明する。なお、親機および子機に設けられた接続制御部は、以下で説
明する各機能に特化した複数の処理部を更に有していてもよい。
【００５５】
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［接続可能な機器について］
　次に、図３Ａ～図３Ｄを参照しながら、Ｓ－ＡＩＲにおいて接続が可能な機器について
、詳細に説明する。図３Ａ～図３Ｄは、それぞれ基本技術における機器接続について説明
するための説明図である。Ｓ－ＡＩＲでは、例えば図３Ａに示したように、親機と子機と
の間でのみ可能である。接続が行われた親機－子機間では、親機から子機へオーディオソ
ースが伝送される。なお、図３Ａでは、親機１とメイン子機２との間の接続のみを図示し
ているが、親機とサブ子機との間の接続も可能である。
【００５６】
　また、例えば図３Ｂに示したように、親機１と、この親機とは異なる親機１との接続は
できない。また、例えば図３Ｃに示したように、メイン子機２と、このメイン子機とは異
なるメイン子機２との接続、および、メイン子機２とサブ子機との接続はできない。
【００５７】
　なお、例えば図３Ｄに示したように、１台の親機１に複数の子機を接続することが可能
であり、それぞれの子機から親機の音を出力（再生）することが可能である。
【００５８】
　すなわち、Ｓ－ＡＩＲにおいては、子機は、接続した親機の音楽ソースを再生すること
が可能であり、表示機能のある子機は、親機から伝送された各種情報を表示することが可
能である。また、親機は、子機において行われた操作に対応することができる。さらに、
Ｓ－ＡＩＲにおいては、親機同士および子機同士の接続は不可能である。
【００５９】
［Ｓ－ＡＩＲ機器の接続］
　Ｓ－ＡＩＲ機器は、簡単な手続きで親機と子機とを接続させることが可能であり、親機
から送信される音楽を子機で再生することができる。すなわち、親機の電源がオンとなり
、子機の電源がオンとなると、親機および子機の接続制御部が親機－子機間のリンクを試
みる。ここで、親機と子機とのＳ－ＡＩＲ　ＩＤ（識別ＩＤ）が同じであれば、親機およ
び子機の接続制御部は、親機－子機間の接続を完了する。リンクが完了すると、子機のオ
ーディオ信号再生部は、親機から送信された音楽ソースの再生が可能となる。
【００６０】
［Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ（識別ＩＤ）について］
　次に、図４Ａおよび図４Ｂを参照しながら、識別ＩＤの機能について詳細に説明する。
図４Ａおよび図４Ｂは、基本技術における識別ＩＤの機能について説明するための説明図
である。
【００６１】
　Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ（識別ＩＤ）は、子機のＳ－ＡＩＲ　ＩＤを、聴きたい親機（接続し
たい親機）のＳ－ＡＩＲ　ＩＤに合わせることで、所望の親機と接続を確立するための仕
組みである。Ｓ－ＡＩＲでは、双方向通信に利用する周波数帯域を、いくつかの領域に区
分けしており、Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤは、これらの区分けされた領域にそれぞれ関連付けられ
ている。Ｓ－ＡＩＲでは、親機が複数台存在するとき、Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤを区別すること
で、例えば最大３台の親機を共存させることが可能である。図４Ａおよび図４Ｂでは、Ｓ
－ＡＩＲ　ＩＤとして、Ａ、Ｂ、Ｃの３つが存在する場合について図示している。
【００６２】
　例えば図４Ａに示した例は、識別ＩＤ（Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ）がＡに設定されている親機
１と、識別ＩＤ（Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ）がＡに設定されているメイン子機２が２台存在して
いる場合である。メイン子機２が親機１との接続を確立しようとする場合には、親機１ま
たはメイン子機２の少なくともいずれかの接続制御部は、接続を希望する機器に対して、
自身に設定されている識別ＩＤを送信する。識別ＩＤを受信した機器の接続制御部は、識
別ＩＤが一致しているか否かを判定して、接続を確立するか否かを判断する。図４Ａに示
した例では、親機１と２台のメイン子機２の識別ＩＤが同一であるため、２台のメイン子
機２は、それぞれ親機１と接続を確立することが可能である。
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【００６３】
　また、例えば図４Ｂに示したように、同一エリア内に複数の親機が存在している場合で
あっても、親機１のＳ－ＡＩＲ　ＩＤを異なる値に設定することで、複数の親機は共存す
ることが可能となる。なお、同一エリア内に共存できる親機の台数は、識別ＩＤの個数に
応じて変化する。図４Ａおよび図４Ｂに示した例では、識別ＩＤの個数が３つであるため
、同一エリアに共存できる親機の台数は、最大３台となる。
【００６４】
　また、一台の親機に接続できる子機の台数は、任意の値に設定することが可能であるが
、例えば、メイン子機・サブ子機あわせて最大で１０台まで保証するように設定してもよ
い。同様に、一つのサブチャンネルに接続できるサブ子機の台数は、任意の値に設定する
ことが可能であるが、例えば、一つのサブチャンネルに対して最大２台のサブ子機が接続
可能となるように設定してもよい。
【００６５】
［Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤの切り替え］
　Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤの異なる親機／子機が同一エリア内に存在する場合には、親機／子機
の識別ＩＤを切り換えた時点で、親機－子機間で直ちに接続が開始され、同一のＩＤが設
定された親機の音が子機から再生される。
【００６６】
　Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤの切り替えは、親機または子機に図４Ａに示したようなスライドスイ
ッチがある場合には、スイッチを設定したいＩＤにあわせることで実行される。また、親
機または子機に表示部が存在する場合には、設定メニュー等を操作することで、ソフトウ
ェア的に機器のＩＤを設定することが可能である。Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤの切り替えが行われ
ると、各機器の接続制御部は、双方向通信に用いられる周波数帯域を、設定に応じて所定
の周波数帯域に変更する。
【００６７】
　例えば上述のような方法でＳ－ＡＩＲ　ＩＤを切り替えることで、子機は、子機の選択
したＩＤと同じＩＤに設定されている親機のオーディオソースを再生することが可能とな
る。
【００６８】
［ペアリング機能について］
　続いて、図５Ａ～図５Ｃを参照しながら、基本技術におけるペアリング機能について、
詳細に説明する。図５Ａ～図５Ｃは、それぞれ基本技術におけるペアリング機能について
説明するための説明図である。
【００６９】
　以下で説明するペアリング機能とは、意図しないＳ－ＡＩＲ子機とのリンクを防止する
ために、特定の親機と子機のみがリンク可能となる機能である。
【００７０】
　Ｓ－ＡＩＲでは、例えば図４Ａや図４Ｂに示したように、親機と子機のＳ－ＡＩＲ　Ｉ
Ｄを合わせることで、双方向通信に用いられる周波数帯域として同一の帯域が用いられる
こととなり、親機と子機とが互いに接続され、双方向通信が可能となる。
【００７１】
　しかしながら、例えば図５Ａに示したように、Ｓ－ＡＩＲが通信可能な範囲に、同じＳ
－ＡＩＲ　ＩＤに設定された別の子機が存在すると、意図しない接続が発生する可能性が
ある。
【００７２】
　そのため、以下で説明するペアリング機能を利用することで、例えば図５Ｂに示したよ
うにペアリングした親機－子機間でのみ接続が確立するため、意図しない接続の発生を排
除することができる。
【００７３】
［ペアリング操作］
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　上述のようなペアリング機能は、親機と子機のそれぞれにおいて、以下で説明するよう
なペアリング操作を実行することで利用することが可能となり、親機と子機とは、データ
の送受信が可能な状態となる。
【００７４】
　ペアリング操作は、親機および子機がシステムパワーオン状態である際に、［ＰＡＩＲ
ＲＩＮＧ］キーや、メニュー操作に関連する所定のキーを操作することによって行われる
。
【００７５】
　まず、親機と子機のＳ－ＡＩＲ　ＩＤを一致させ、例えばスイッチやメニュー等の操作
といった何らかの方法を用いて、親機をペアリングモードにする。続いて、親機でペアリ
ング操作を行い、所定の時間（例えば、５分間）子機の接続を待つ。また、ペアリングモ
ードにする処理と、所定の時間子機の接続を待つようにする処理とは、１つの操作で実行
されてもよい。
【００７６】
　次に、例えばスイッチやメニュー等の操作といった何らかの方法を用いて、子機におい
てペアリング操作を行う。親機と子機の接続制御部が所定の処理を行いペアリングが確立
されると、親機、子機ともペアリング操作から抜ける。また、ペアリングする子機が複数
ある場合には、上述の操作を繰り返すことで、各子機のペアリングを行うことができる。
なお、親機は、子機とペアリングが確立されないうちに何らかの方法をとると、ペアリン
グ操作から抜けることができる。
【００７７】
　図５Ｃは、Ｓ－ＡＩＲにおけるペアリング操作の遷移図の一例である。図５Ｃに示した
ように、所定の操作が行われることで、親機および子機は、ペアリングに関する３つの状
態間を遷移する。
【００７８】
［ペアリングの状態確認］
　なお、親機または子機では、親機または子機がペアリング状態であるか否かを、各装置
のユーザが確認できるように表示してもよい。各装置が表示する状態（ステータス）とし
ては、例えば、「Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ接続時（すなわち、ペアリング　ＯＦＦ状態）」、「
ペアリング操作中」、「ペアリング状態」の３つの状態を挙げることができる。これらの
状態は、例えば、単色のＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）や表示管
セグメントを用いて、以下のように表示することが可能である。
【００７９】
　Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤ接続時：ＬＥＤや表示管セグメントを消灯させる
　ペアリング操作中：ＬＥＤや表示管セグメントを点滅させる
　ペアリング状態：ＬＥＤや表示管セグメントを点灯させる
【００８０】
［ペアリング状態のバックアップ］
　親機または子機の少なくとも何れかの接続制御部は、それぞれの機器がＡＣ　ＯＦＦま
たは電源コードを抜いたのと同じ状態となった場合に、親機、子機ともにペアリングの状
態を装置内の記憶部に最低２４時間記憶するようにしてもよい。また、接続制御部は、バ
ックアップが切れた場合に、記憶していた機器とのペアリングを解除して、Ｓ－ＡＩＲ　
ＩＤ接続に戻るように設定を変更する。このようなバックアップ機能を備えることで、各
装置のユーザは頻繁なペアリング設定が不要となる。
【００８１】
［ペアリングの解除］
　また、親機または子機の少なくとも何れかにおいて、所定の操作が実行されると、接続
制御部は、ペアリングしている親機－子機のペアリングを解除し、Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤによ
る接続状態に切り替える。この処理は、例えば、Ｓ－ＡＩＲ　ＩＤを切り替えることによ
って実行することが可能である。
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【００８２】
　以上、親機または子機の少なくとも何れかが有する接続制御部の主な機能の一例につい
て説明したが、接続制御部の機能は上述のものに限定されるわけではない。
【００８３】
＜親機－子機間のオーディオ信号の伝送について＞
　以下では、親機に設けられたＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＳＰ、外部機器通信部等から
なる伝送制御部、または、子機に設けられたＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＳＰ、外部機器
通信部等からなる伝送制御部の少なくともいずれかが有する機能について、詳細に説明す
る。なお、親機および子機に設けられた伝送制御部は、以下で説明する各機能に特化した
複数の処理部を更に有していてもよい。
【００８４】
［親機のモードについて］
　親機は、１つのメインチャンネルと最大３つのＳ－ＡＩＲチャンネルのサブチャンネル
をもつサラウンドモードと、最大４つのＳ－ＡＩＲチャンネルのメインチャンネルをもつ
マルチソースモードのどちらかの状態をとる。また、親機は、サラウンドモード、マルチ
ソースモードいずれの場合であっても、リンク時にチャンネルマッピングを子機に通知す
る。チャンネルマッピングは、親機が複数のチャンネルそれぞれで送信しているオーディ
オ信号の種別を表す情報である。また、親機は、親機のチャンネルマッピングが変更にな
るイベントが発生した場合に、その都度チャンネルマッピングを変更して、変更後のチャ
ンネルマッピングを子機に通知する。
【００８５】
［サラウンドモード］
　次に、図６Ａおよび図６Ｂを参照しながら、親機のモードの一つであるサラウンドモー
ドについて、詳細に説明する。図６Ａおよび図６Ｂは、基本技術における親機のモードを
説明するための説明図である。
【００８６】
　サラウンドモードの親機は、１つのメインチャンネルと最大３チャンネルのサブチャン
ネルを有する。また、親機の伝送制御部は、それぞれのサブチャンネルに対して、親機の
サラウンドソースを任意に割り当てることが可能である。
【００８７】
　例えば図６Ａでは、ＣＨ１に、メインチャンネルのステレオ出力が割り当てられ、ＣＨ
２～ＣＨ４の３つのチャンネルには、ステレオ３チャンネル分のサブチャンネルが割り当
てられている。サラウンドモードでは、例えば図６Ｂに示したように、ＣＨ１にメインチ
ャンネルとしてＤＶＤのフロント成分（Ｌ／Ｒ成分）のオーディオ信号を割り当て、ＣＨ
２～ＣＨ４には、ＤＶＤに元から記録されている３種類のサラウンド信号が割り当てられ
ている。また、親機の音場設定に基づいて、メインチャンネルにＤＶＤダウンミックスの
オーディオ信号が割り当てられてもよく、サブチャンネルに親機で生成されたサラウンド
成分が割り当てられてもよい。
【００８８】
［マルチソースモード］
　次に、図６Ｃおよび図６Ｄを参照しながら、親機のモードの一つであるマルチソースモ
ードについて、詳細に説明する。図６Ｃおよび図６Ｄは、基本技術における親機のモード
を説明するための説明図である。
 
【００８９】
　マルチソースモードの親機は、最大４チャンネルのメインチャンネルを有する。また、
親機の伝送制御部は、それぞれのＳ－ＡＩＲチャンネルに対して、親機の持つメインソー
スを任意に割り当てることが可能である。
【００９０】
　例えば図６Ｃでは、ＣＨ１～ＣＨ４の４つのステレオチャンネルに、それぞれ異なるメ
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インソースを割り当てることが可能となっている。マルチソースモードでは、例えば図６
Ｄに示したように、ＣＨ１にＣＤを音源とするオーディオ信号が割り当てられ、ＣＨ２に
ＴＵＮＥＲを音源とするオーディオ信号が割り当てられ、ＣＨ３にＤＭＰＯＲＴ（Ｄｉｇ
ｉｔａｌ　Ｍｅｄｉａ　Ｐｏｒｔ）を音源とするオーディオ信号が割り当てられ、ＣＨ４
にＡＵＤＩＯ　ＩＮを音源とするオーディオ信号を割り当てるメインチャンネルとしてＤ
ＶＤダウンミックスのオーディオ信号が割り当てられている。
【００９１】
［サブチャンネルの種類について］
　続いて、図７を参照しながら、Ｓ－ＡＩＲで用いられるサブチャンネルの一例について
説明する。図７は、基本技術におけるサブチャンネルの種類の一例を説明するための説明
図である。
【００９２】
　図７に示したように、サラウンドモードの親機に割り当てられるサブチャンネルは、２
チャンネルペアで規定される。また、Ｓ－ＡＩＲで用いられるサブチャンネルは、図７に
示した例に限定されるわけではなく、新たなサブチャンネルが発生した場合には、随時サ
ブチャンネルとして追加することが可能である。
【００９３】
［メイン子機が再生可能なオーディオ信号］
　次に、図８Ａを参照しながら、メイン子機２が再生可能なオーディオ信号について、詳
細に説明する。図８Ａは、メイン子機が再生可能なオーディオ信号について説明するため
の説明図である。
【００９４】
　メイン子機２は、主にＭＡＩＮ　ＲＯＯＭとは別のＲＯＯＭ１（例えば、２ｎｄ　ＲＯ
ＯＭ）での使用を前提とした子機であり、親機１のメインチャンネルを再生することがで
きる。そのため、図８Ａに示したように、メイン子機２が接続している親機１がサラウン
ドモードである場合には、メイン子機２は、伝送制御部によりＣＨ１に割り当てられたメ
インチャンネルのオーディオデータ（オーディオ信号）を取得して、ＣＨ１のメインチャ
ンネルのみを再生することが可能である。また、メイン子機２が接続している親機１がマ
ルチソースモードである場合には、メイン子機２は、伝送制御部によりＣＨ１～ＣＨ４に
割り当てられたメインチャンネルのオーディオデータ（オーディオ信号）をそれぞれ取得
して、ＣＨ１～ＣＨ４の各メインチャンネルを再生することが可能である。
【００９５】
　また、１台の親機に対して、メイン子機は実質上何台でも接続可能ではあるが、親機１
の接続制御部および伝送制御部は、メイン子機１０台の接続を保証するようにしてもよい
。
【００９６】
［サブ子機が再生可能なオーディオ信号］
　次に、図８Ｂを参照しながら、サブ子機が再生可能なオーディオ信号について、詳細に
説明する。図８Ｂは、サブ子機が再生可能なオーディオ信号について説明するための説明
図である。
【００９７】
　サブ子機は、主にＭＡＩＮ　ＲＯＯＭでの使用を前提とした子機であり、親機１のサブ
チャンネルを再生することができる。そのため、図８Ｂに示したように、サブ子機は、サ
ブチャンネルを含むチャンネルマッピングで構成されるサラウンドモードの親機１にのみ
接続可能であり、サブチャンネルを含まないチャンネルマッピングで構成されるマルチソ
ースモードの親機１には、リンクをすることができない。
【００９８】
　また、サブ子機が再生可能なサブチャンネルは、サブ子機が有するファンクションに応
じて決定される。例えば、図８Ｂに示したように、サラウンドリア（ＳＲ）のファンクシ
ョンを有するサブ子機３は、オーディオデータがＳＲ（サラウンドリア）であるオーディ
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オ信号のみを伝送制御部により受信して、受信したオーディオ信号を再生することが可能
である。また、サラウンドバック（ＳＲＢ）のファンクションを有するサブ子機４は、オ
ーディオデータがＳＲＢ（サラウンドバック）であるオーディオ信号のみを伝送制御部に
より受信して、受信したオーディオ信号を再生することが可能である。
【００９９】
　また、親機の接続制御部および伝送制御部は、１台の親機の１つのサブチャンネルに接
続可能なサブ子機の台数を、所定の台数（例えば、２台）に制限することが可能である。
【０１００】
　以上、親機または子機の少なくとも何れかが有する伝送制御部の主な機能の一例につい
て説明したが、伝送制御部の機能は上述のものに限定されるわけではない。
【０１０１】
＜表示仕様について＞
　続いて、Ｓ－ＡＩＲにおける親機および子機の表示仕様について、詳細に説明する。こ
れらの表示は、親機および子機に設けられたＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＤＳＰ等から構成
される表示制御部によって実行される。
【０１０２】
［親機の表示仕様］
　Ｓ－ＡＩＲにおける親機の表示制御部は、子機の接続状態に関わらず、親機が子機とリ
ンク可能な状態であるか否かを、親機のユーザが確認できるように表示してもよい。親機
が表示する状態（ステータス）としては、例えば、「リンク不可能状態」および「リンク
可能状態」の２つの状態を挙げることができる。これらの状態は、例えば、単色のＬＥＤ
や表示管セグメントを用いて、以下のように表示することが可能である。
【０１０３】
　リンク不可能状態：ＬＥＤや表示管セグメントを消灯させる
　リンク可能状態：ＬＥＤや表示管セグメントを点灯させる
【０１０４】
　また、Ｓ－ＡＩＲにおける親機の表示制御部は、子機で表示を行う上で必要な情報を、
子機に送信する。親機の表示制御部は、子機に対して、親機の機種名を送信するとともに
、必要に応じて、カレントファンクション情報、再生状態、放送局情報、曲情報等をあわ
せて送信してもよい。
【０１０５】
［子機の表示仕様－リンク状態］
　Ｓ－ＡＩＲにおける子機の表示制御部は、親機とのリンクに関する状態を、子機のユー
ザが確認できるように表示してもよい。子機が表示する状態（ステータス）としては、例
えば、「リンクしていない」、「リンク手続き中」、「リンク成功」の３つの状態を挙げ
ることができる。また、これらの３つの状態に加えて、「リンク失敗」の状態も表示する
ようにしてもよい。これらの状態は、例えば、所定の色を発色するＬＥＤや表示管セグメ
ントを用いて、以下のように表示することが可能である。
【０１０６】
　３つの状態を表示する場合
　リンクしていない：単色ＬＥＤや表示管セグメントを消灯させる
　リンク手続き中：単色ＬＥＤや表示管セグメントを点滅させる
　リンク成功：単色ＬＥＤや表示管セグメントを点灯させる
【０１０７】
　４つの状態を表示する場合
　リンクしていない：２色ＬＥＤや表示管セグメントを消灯させる
　リンク手続き中：２色ＬＥＤを第１の色で点滅させる、または、表示管セグメントを第
１の点滅パターンで点滅させる
　リンク成功：２色ＬＥＤを第１の色で点灯させる、または、表示管セグメントを点灯さ
せる



(16) JP 4561825 B2 2010.10.13

10

20

30

40

　リンク失敗：２色ＬＥＤを第２の色で点滅させる、または、表示管セグメントを第２の
点滅パターンで点滅させる
【０１０８】
［子機の表示仕様－放送局情報・曲情報］
　また、Ｓ－ＡＩＲにおける子機に表示管等の表示部が存在する場合には、子機の表示制
御部は、子機で聞いている親機のオーディオソースの情報を表示してもよい。子機で聞い
ている親機のオーディオソースとして、例えば、ＴＵＮＥＲ周波数等の放送局情報や、Ｃ
Ｄのトラック番号や経過時間等の曲情報等がある。
【０１０９】
［子機の表示仕様－接続状態］
　さらに、Ｓ－ＡＩＲにおける子機の表示制御部は、子機が受信している親機の電波（ラ
ジオ波）の受信状態（すなわち、親機との接続状態）を、何らかの方法で表示するように
してもよい。例えば、表示制御部は、表示管等の固定セグメントを用いて、「受信できず
」、「感度：小」、「感度：中」、「感度：大」の４つの状態（ステータス）を表示して
もよい。
【０１１０】
［子機の表示仕様－カレントファンクション情報］
　また、Ｓ－ＡＩＲにおける子機の表示制御部は、子機に表示管等の表示部が存在する場
合には、子機が聴いている親機のファンクション名（インプット名）を表示部に表示して
もよい。また、親機のファンクション名が表示桁数以上の文字列の場合には、ファンクシ
ョン名をスクロールさせて表示部に表示させてもよい。親機のファンクション名は、例え
ば、「ＣＤ」、「ＤＭＰＯＲＴ」、「ＤＩＧＩＴＡＬ　ＩＮ」等である。
【０１１１】
［子機の表示仕様－再生状態］
　さらに、Ｓ－ＡＩＲにおける子機の表示制御部は、親機の再生状態にあわせて、子機で
ＰＬＡＹ、ＰＡＵＳＥ等の再生状況を表示してもよい。
【０１１２】
　さらに、上述の表示以外にも、Ｓ－ＡＩＲにおける子機の表示制御部は、何らかの警告
表示を表示部に表示させてもよい。
【０１１３】
　以上、Ｓ－ＡＩＲにおける親機および子機の表示仕様について、詳細に説明したが、そ
れぞれの機器における表示仕様は上述のものに限定されるわけではない。
【０１１４】
＜キー入力部について＞
　続いて、Ｓ－ＡＩＲにおける親機および子機に設けられるキー入力部について、詳細に
説明する。
【０１１５】
［子機のキー入力部］
　Ｓ－ＡＩＲにおける子機では、子機に以下で説明するようなキー入力部を設けることで
、子機から親機を操作することが可能である。なお、子機において以下で説明するキー入
力部を操作した際の動作は、親機の仕様に準拠する。
【０１１６】
［子機のキー入力部－走行制御］
　Ｓ－ＡＩＲにおける子機では、親機におけるオーディオソースの再生を操作する走行制
御用のキー入力部が設けられていてもよい。対応するキー入力部の種類と動作の一例を、
以下の表２に示す。
【０１１７】



(17) JP 4561825 B2 2010.10.13

10

20

30

40

50

【表２】

【０１１８】
［子機のキー入力部－ＴＵＮＥＲ操作］
　Ｓ－ＡＩＲにおける子機では、親機におけるＴＵＮＥＲを操作するＴＵＮＥＲ操作用の
キー入力部が設けられていてもよい。対応するキー入力部の種類と動作の一例を、以下の
表３に示す。
【０１１９】
【表３】

【０１２０】
［子機でのキー長押し操作の処理について］
　また、子機のボタン操作で親機を制御する場合には、早送り／巻き戻しやチューニング
操作を行うために、ＦＦ／ＦＲキー等を長押しする場合がある。この場合に、子機の伝送
制御部は、キーを押されている間は、例えば２秒に１回親機に対してＫＥＹ＿ＯＮのコマ
ンドを送信し、キーが離された瞬間に、親機に対してＫＥＹ＿ＯＦＦのコマンドを送信す
る。子機の伝送制御部は、このような処理を行うことで、親機の再生制御を行うことが可
能である。
【０１２１】
［子機でのＳ－ＡＩＲチャンネル切り替え］
　続いて、図９Ａおよび図９Ｂを参照しながら、子機によるＳ－ＡＩＲチャンネルの切り
替えについて説明する。図９Ａおよび図９Ｂは、基本技術におけるチャンネル切り替えに
ついて説明するための説明図である。
【０１２２】
　Ｓ－ＡＩＲにおける子機は、再生するＳ－ＡＩＲのチャンネルのファンクションや、再
生しているＳ－ＡＩＲのチャンネルのファンクションを切り替えることが可能である。こ
のようなチャンネル切り替え操作は、例えば、子機に設けられたチャンネル切り替えキー
（例えば、［ＣＨ］キーや、［ＣＨ＋］［ＣＨ－］キー等）を操作することで行うことが
できる。
【０１２３】
　子機の伝送制御部は、接続している親機の種類に応じて、以下で説明するようなＳ－Ａ
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ＩＲチャンネル切り替え処理を実行する。
【０１２４】
　例えば図９Ａに示したように、子機が接続している親機がサラウンドモードの親機であ
る場合には、子機の伝送制御部は、親機の伝送制御部に対して、メインチャンネルに割り
当てられているファンクションの変更を希望する旨を通知する。通知を受けた親機の伝送
制御部は、メインチャンネルに割り当てられているファンクション・インプットを変更し
たチャンネルマッピングを生成し、生成した新たなチャンネルマッピングを子機に送信す
る。新たなチャンネルマッピングを受信した子機の伝送制御部は、受信したチャンネルマ
ッピングに基づいて、新たなファンクションを音源とするオーディオ信号を受信する。
【０１２５】
　親機および子機の伝送制御部が上述のような処理を行うことで、親機から送信されるチ
ャンネルマッピングは、図９Ａに示したように切り替わる。図９Ａに示した例では、子機
においてチャンネル切り替えキーが操作されたことにより、ＣＨ１に割り当てられている
ファンクションが、ＤＶＤからＴＵＮＥＲに切り替わり、さらに、ＴＵＮＥＲからＡＵＤ
ＩＯ　ＩＮへと切り替わっている。また、図９Ａに示したように、親機がサラウンドモー
ドである場合には、基本的にサブチャンネルは変化しない。
【０１２６】
　また、例えば図９Ｂに示したように、子機が接続している親機がマルチソースモードの
親機である場合には、子機の伝送制御部は、親機から受信したチャンネルマッピングに基
づいて、受信するチャンネルを切り替えて、切り替えた先のオーディオ信号を受信する。
例えば、図９Ｂに示したようなチャンネルマッピングを親機から受信した場合には、子機
の伝送制御部は、チャンネル切り替えキーが操作される毎に、オーディオ信号を受信する
チャンネルを変更し、受信するファンクションが、ＣＤからＴＵＮＥＲへ切り替わり、さ
らに、ＴＵＮＥＲからＤＭＰＯＲＴに切り替わることとなる。
【０１２７】
［子機によるボリューム調節について］
　メインチャンネルを受信するメイン子機では、再生しているオーディオ信号のボリュー
ムを調整することが可能である。ここで、親機が送信するオーディオゲインは固定である
ため、メイン子機はＶＯＬＵＭＥ制御機能を実装している。ただし、アンプを持たないメ
イン子機については、ＶＯＬＵＭＥ制御機能は実装していなくともよい。
【０１２８】
　子機に設けられたボリューム変更キー（例えば、［Ｖｏｌ＋］［Ｖｏｌ－］等のキーや
、ボリューム変更ノブ等）が操作されると、子機のオーディオ信号再生部は、受信したオ
ーディオ信号のゲインを制御して、再生される音楽ソースのボリュームを調節することが
可能である。
【０１２９】
［親機における処理］
　Ｓ－ＡＩＲにおける親機では、親機にＣＤ、ＤＶＤ、Ｂｌｕ－ｒａｙディスク等に対す
る走行制御機能が実装されている場合に、子機が送信する表２および表３に示したキーへ
の対応が必要となる。そのため、親機の伝送制御部は、子機から送信されたキー操作に対
応した制御信号に基づいて、オーディオ信号の伝送を制御する。なお、子機には存在し親
機には存在しないキーに対応付けられた機能については、親機は対応しなくともよい。
【０１３０】
［親機によるボリューム調節について］
　親機のオーディオ信号再生部および伝送制御部では、再生しているオーディオ信号のボ
リュームを調整することが可能である。親機に設けられたボリューム変更キー（例えば、
［Ｖｏｌ＋］［Ｖｏｌ－］等のキーや、ボリューム変更ノブ等）が操作されると、親機の
オーディオ信号再生部は、オーディオ信号のゲインを制御して、再生される音楽ソースの
ボリュームを調節する。さらに、伝送制御部では、サラウンド子機に伝送しているサブチ
ャンネルのオーディオゲインを調節して、サラウンド子機に対して伝送する。
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【０１３１】
［Ｓ－ＡＩＲ　ｍｏｄｅ］
　Ｓ－ＡＩＲにおける親機では、メインチャンネルとして送信している音楽データにメイ
ンルームと同じソース（ＭＡＩＮ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を流すか、メインルームとは別の
ソース（ＳＵＢ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）を流すかの切り替えを行うことが可能である。この
切り替えによって、親機の挙動が変化する。
【０１３２】
　より具体的には、親機に設けられた［Ｓ－ＡＩＲ　ｍｏｄｅ］キーや［ＦＵＮＣＴＩＯ
Ｎ］キー等の所定のキーへの操作によって、親機の伝送制御部は、メインチャンネルに割
り当てるファンクションに、メインルームと同じオーディオソースを割り当てるか、メイ
ンルームとは異なるオーディオソースを割り当てるかを切り替える。このような切り替え
処理を伝送制御部が行うことで、親機の挙動は変化することとなる。
【０１３３】
［子機でのキー長押し操作に対する対応について］
　子機のボタン操作で親機を制御する場合には、早送り／巻き戻しやチューニング操作を
行うために、ＦＦ／ＦＲキー等を長押しする場合がある。そのため、親機の伝送制御部は
、子機から送信された制御コマンド信号に応じた処理を行う必要がある。
【０１３４】
　例えば、親機の伝送制御部は、子機から送信されたＫＥＹ＿ＯＮコマンドを２秒間隔で
受信している間は、キー長押しに対応する動作を行う。また、親機の伝送制御部は、ＫＥ
Ｙ＿ＯＮコマンドを受信してから２．５秒経過してもＫＥＹ＿ＯＮ／ＯＦＦのコマンドを
子機から受信できなかった場合、何らかの原因があってＳ－ＡＩＲの通信が途絶えたと判
断し、そのコマンドに対する操作を終了する。
【０１３５】
　親機の伝送制御部は、例えば上述のような処理を行うことで、子機でのキー長押し操作
に対して対応することが可能となる。
【０１３６】
［複数の子機からの操作に対する対応について］
　Ｓ－ＡＩＲにおいては、１台の親機が複数の子機から同時に操作される可能性がある。
このような場合に、親機の挙動は状況によって変化する。
【０１３７】
　例えば、親機がサラウンドモードの親機であって、サラウンドモード・ＭＡＩＮ　ｆｕ
ｎｃｔｉｏｎのように親機とメイン子機全てにおいて同じ音楽ソースを再生している場合
には、それぞれのメイン子機での操作は順番に親機の伝送制御部に受け付けられ、最終的
には最後に入力されたメイン子機からのコマンドが有効となる。
【０１３８】
　また、親機がマルチソースモードの親機であって、親機と複数のメイン子機とでそれぞ
れ異なる音楽ソースを再生している場合には、親機の伝送制御部においてはそれぞれのメ
イン子機での操作は独立性を保ち、伝送制御部は、操作をしたメイン子機に対する挙動を
返す。
【０１３９】
［エンファシス］
　なお、Ｓ－ＡＩＲにおいては、すべての親機からプリエンファシスされたデータを子機
に対して送信することを禁止する。プリエンファシスされたデータは、必ず親機がディエ
ンファシス処理を行った後に送信する。ただし、入力ソ－スによってプリエンファシスの
判断ができないソースの送信をする場合は、親機のディスエンファシス処理部は、ディエ
ンファシス機能を行わなくともよい。
【０１４０】
＜ワイヤレスサラウンドスピーカーについて＞
　以下では、Ｓ－ＡＩＲで用いられるワイヤレスサラウンドスピーカーについて、詳細に
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説明する。Ｓ－ＡＩＲでは、ワイヤレスサラウンドスピーカーとして、例えば、サラウン
ドスピーカーとサラウンドバックスピーカーの２種類のスピーカーが用いられる。以下で
は、図１０を参照しながら、Ｓ－ＡＩＲで用いられるワイヤレスサラウンドスピーカーに
ついて、詳細に説明する。図１０は、基本技術におけるワイヤレスサラウンドスピーカー
について説明するための説明図である。
【０１４１】
［サラウンドスピーカー］
　Ｓ－ＡＩＲで用いられるサラウンドスピーカーは、親機から送信されたサラウンド信号
を再生するサブ子機である。ワイヤレスサラウンドスピーカーは、図１０に示したように
、スピーカー本体またはアンプ部に設けられたサラウンド選択スイッチ等で「ＳＵＲＲＯ
ＵＮＤ（ＳＵＲ）」を選択することで、サラウンドスピーカーとして機能する。
【０１４２】
　サラウンドスピーカーは、親機から受信したサラウンド信号をスピーカーから出力し、
親機がサラウンド信号を送信していない場合には、無音となる。また、サラウンドスピー
カーの再生音量は、親機で行われる音量操作に連動する。すなわち、サラウンドスピーカ
ーの伝送制御部には、親機の伝送制御部から音源の音量値が通知され、サラウンドスピー
カーのオーディオ信号再生部は、通知された音量値に応じた音量で取得した信号の再生を
行う。
【０１４３】
［サラウンドバックスピーカー］
　Ｓ－ＡＩＲで用いられるサラウンドバックスピーカーは、親機から送信されたサラウン
ドバック信号を再生するサブ子機である。ワイヤレスサラウンドスピーカーは、図１０に
示したように、スピーカー本体またはアンプ部に設けられたサラウンド選択スイッチ等で
「ＳＵＲＲＯＵＮＤ　ＢＡＣＫ（ＳＢ）」を選択することで、サラウンドバックスピーカ
ーとして機能する。
【０１４４】
　サラウンドバックスピーカーは、親機から受信したサラウンドバック信号をスピーカー
から出力し、親機がサラウンドバック信号を送信していない場合には、無音となる。また
、サラウンドバックスピーカーの再生音量は、親機で行われる音量操作に連動する。すな
わち、サラウンドバックスピーカーの伝送制御部には、親機の伝送制御部から音源の音量
値が通知され、サラウンドバックスピーカーのオーディオ信号再生部は、通知された音量
値に応じた音量で取得した信号の再生を行う。
【０１４５】
［子機へのヘッドフォン対応について］
　Ｓ－ＡＩＲでは、ワイヤレスアンプにヘッドフォンを接続すると、親機にヘッドフォン
を接続した場合と同じように、再生される音を聞くことができる。
【０１４６】
　ヘッドフォンが接続されたワイヤレスアンプの接続制御部は、ヘッドフォンが接続され
た旨を親機の接続制御部に通知する。通知を受けた接続制御部では、通知された内容を伝
送制御部に出力し、伝送制御部では、メインルームのスピーカー出力を停止する。また、
親機の伝送制御部は、あわせてチャンネルマッピングの変更を行う。その結果、親機に接
続されたサブ子機のスピーカーは、全て出力を停止することとなる。また、ヘッドフォン
には、全ての成分がダウンミックスされた音が出力されることとなる。なお、親機と子機
において、同時にヘッドフォンで再生された音を聞くことも可能である。
【０１４７】
　また、ヘッドフォンの再生音量は、親機で行われる音量操作に連動する。すなわち、ヘ
ッドフォンが接続されたワイヤレスアンプの伝送制御部には、親機の伝送制御部から音源
の音量値が通知され、ワイヤレスアンプのオーディオ信号再生部は、通知された音量値に
応じた音量で取得した信号の再生を行う。
【０１４８】
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　さらに、親機も含めて複数のヘッドフォン接続が可能な場合には、親機の接続制御部は
、接続されたヘッドフォンの台数をカウントする。ヘッドフォンが１台以上接続されてい
る場合には、親機のオーディオ信号再生部は、メインルームのスピーカー出力を停止し、
ヘッドフォン出力状態とする。また、ヘッドフォンが機器から全て外された場合には、親
機のオーディオ信号再生部は、スピーカー出力を再開する。
【０１４９】
　また、サブ子機にヘッドフォンが接続されている状態で親機－子機間の無線状態が悪化
したり、子機の電源が落ちてリンクが切断されたりした場合、親機の接続制御部は、ポー
リングによって子機のリンクが切断されたことを認識し、カウントしているヘッドフォン
接続台数を減らす処理を行う。
【０１５０】
［ＶＡＣＳ機能について］
　ＶＡＣＳ機能とは、パワーアンプやスピーカーの歪みや発熱をおさえるために、子機の
オーディオ信号再生部が、自動的にゲインをコントロールする機能である。まず、オーデ
ィオ信号再生部は、ＶＡＣＳレベルの検知を行い、プロセッサ部のオーバーフローが１秒
間にある一定以上の割合で検出されるか否かを判定する。オーバーフローがある一定以上
の割合で検出される場合には、オーディオ信号再生部は、プロセッサ部のゲイン設定値を
１ｄＢ減らす。オーディオ信号再生部は、この処理を必要に応じて繰り返し行い、最大－
１８ｄＢまでゲインを減衰させる。なお、初期値は、ＶＡＣＳレベル　ＯＦＦとなってい
る。
【０１５１】
　このＶＡＣＳ動作は、子機において単独に行われるものであって、親機との連動は行わ
れない。
【０１５２】
＜マルチルーム再生スピーカーについて＞
　以下では、Ｓ－ＡＩＲで用いられるマルチルーム再生スピーカーについて、詳細に説明
する。
【０１５３】
［親機のモードによる違い］
　Ｓ－ＡＩＲでは、マルチルーム再生スピーカーで出力されるオーディオソースは、接続
している親機のモードに応じて変化する。例えば、親機のモードがサラウンドモードであ
る場合には、どの子機でも同じソースが再生される。また、親機のモードがマルチソース
モードである場合には、再生される音楽は、それぞれ子機で選択しているＳ－ＡＩＲチャ
ンネルに割り当てられたソースに応じたものとなる。
【０１５４】
［親機のソースの切り替え］
　Ｓ－ＡＩＲにおいては、マルチルーム再生スピーカーは、再生しているＳ－ＡＩＲチャ
ンネルのファンクション、または、再生するＳ－ＡＩＲチャンネルを切り換えることがで
きる。このようなチャンネル切り替え操作は、例えば、マルチルーム再生スピーカーに設
けられたチャンネル切り替えキー（例えば、［ＣＨ］キーや、［ＣＨ＋］［ＣＨ－］キー
等）を操作することで行うことができる。
【０１５５】
　マルチルーム再生スピーカーの伝送制御部は、接続している親機の種類に応じて、以下
で説明するようなＳ－ＡＩＲチャンネル切り替え処理を実行する。
【０１５６】
　例えば、マルチルーム再生スピーカーが接続している親機がサラウンドモードの親機で
ある場合には、マルチルーム再生スピーカーの伝送制御部は、親機の伝送制御部に対して
、メインチャンネルに割り当てられているファンクションの変更を希望する旨を通知する
。通知を受けた親機の伝送制御部は、メインチャンネルに割り当てられているファンクシ
ョン・インプットを変更したチャンネルマッピングを生成し、生成した新たなチャンネル
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マッピングをマルチルーム再生スピーカーに送信する。新たなチャンネルマッピングを受
信したマルチルーム再生スピーカーの伝送制御部は、受信したチャンネルマッピングに基
づいて、新たなファンクションを音源とするオーディオ信号を受信する。
【０１５７】
　また、マルチルーム再生スピーカーが接続している親機がマルチソースモードの親機で
ある場合には、マルチルーム再生スピーカーの伝送制御部は、親機から受信したチャンネ
ルマッピングに基づいて、受信するチャンネルを切り替えて、切り替えた先のオーディオ
信号を受信する。
【０１５８】
　上述のような処理が行われることで、マルチルーム再生スピーカーでは、Ｓ－ＡＩＲチ
ャンネル選択スイッチを操作するごとに、親機から送信されるオーディオソースが切り替
わることとなる。
【０１５９】
［ボリューム調節について］
　マルチルーム再生スピーカーでは、再生しているオーディオ信号のボリュームを調整す
ることが可能である。また、マルチルーム再生スピーカーで行われたボリューム調節は、
親機のボリュームに影響を与えることはない。また、マルチルーム再生スピーカーで再生
される音楽は、親機で調整されたボリュームの影響は受けない。
【０１６０】
　マルチルーム再生スピーカーに設けられたボリューム変更キー（例えば、［Ｖｏｌ＋］
［Ｖｏｌ－］等のキーや、ボリューム変更ノブ等）が操作されると、マルチルーム再生ス
ピーカーのオーディオ信号再生部は、受信したオーディオ信号のゲインを制御して、再生
される音楽ソースのボリュームを調節することが可能である。
【０１６１】
［子機へのヘッドフォン対応について］
　マルチルーム再生スピーカーにヘッドフォンが接続されると、接続されたマルチルーム
再生スピーカーのみスピーカーの出力を停止し、ヘッドフォンへの再生を行う。また、マ
ルチルーム再生スピーカーへのヘッドフォンの接続は、親機や他の子機の再生には、影響
を与えない。
【０１６２】
　すなわち、ヘッドフォンが接続されたマルチルーム再生スピーカーでは、オーディオ信
号再生部がマルチルーム再生スピーカーでのスピーカー出力を停止させる。また、オーデ
ィオ信号再生部は、接続されたヘッドフォンにスピーカー出力と同じソースを再生する。
この際、親機および他の子機での再生は、変化しない。また、ヘッドフォンから出力され
るオーディオソースの音量は、ヘッドフォン接続前と同様に、マルチルーム再生スピーカ
ーのボリューム調整で行う。
【０１６３】
［ゲインオフセットへの対応について］
　親機から送信されるオーディオソースには、ゲインオフセット値が追加されて送信され
るものが多い。そのため、マルチルーム再生スピーカーのようなメイン子機では、このオ
フセット値に対応してオーディオソースの再生を行う必要がある。そのため、マルチルー
ム再生スピーカーのオーディオ信号再生部は、ボリューム調整された音量にオフセット値
を付加して、オーディオソースの出力を行う。
【０１６４】
　以上、本発明の基本技術であるオーディオ信号伝送技術（Ｓ－ＡＩＲ）について、詳細
に説明した。以下で説明する本発明の各実施形態におけるオーディオ信号伝送システムは
、かかる基本技術を踏まえつつ、更に改良を加えることにより、より顕著な効果を得るこ
とができるように構成されたものである。
【０１６５】
（第１の実施形態）
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　以上説明したような基本技術を踏まえつつ、本発明の第１の実施形態に係るオーディオ
信号伝送システムについて、詳細に説明する。本実施形態に係るオーディオ信号伝送シス
テムは、上述の基本技術に則ったシステムである。
【０１６６】
＜本実施形態に係るオーディオ信号伝送システムについて＞
　まず、図１１を参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号伝送システムについて
、詳細に説明する。
【０１６７】
　図１１に示したように、本実施形態に係るオーディオ信号伝送システム５は、オーディ
オ信号送信装置１０と、オーディオ信号受信装置２０と、を備える。
【０１６８】
　オーディオ信号送信装置１０は、オーディオ信号受信装置２０に対して、オーディオ信
号を無線伝送するとともに、オーディオ信号受信装置２０から送信される各種の情報を受
信する。オーディオ信号送信装置１０は、無線伝送するオーディオ信号を、例えばＤＶＤ
プレーヤーやＢｌｕ－ｒａｙディスク（以下、ＢＤと略記する。）プレーヤー等のオーデ
ィオ信号出力装置１２から取得してもよく、オーディオ信号送信装置１０自体が、上記の
オーディオ信号出力装置の機能を有していてもよい。オーディオ信号送信装置１０および
オーディオ信号受信装置２０は、オーディオ信号の送信や各種情報の双方向データ通信を
、例えばラジオ波の帯域を用いて行う。そのため、オーディオ信号送信装置１０およびオ
ーディオ信号受信装置２０は、図１１に示したように、同一の部屋の中に配置されていて
もよく、異なる部屋に分かれて配置されていてもよい。
【０１６９】
　オーディオ信号受信装置２０は、オーディオ信号送信装置１０が送信するオーディオ信
号を受信するとともに、オーディオ信号送信装置１０に対して、オーディオ信号受信装置
２０の接続に関する情報や、送信されるオーディオ信号の変更希望通知等の各種の情報を
送信する。オーディオ信号受信装置２０は、図１１のＭＡＩＮ　ＲＯＯＭに示したように
、オーディオ信号送信装置１０にワイヤレス接続されるサラウンドスピーカー群であって
もよく、図１１のＲＯＯＭ１に示したように、オーディオ信号送信装置１０から送信され
たオーディオ信号を出力するオーディオコンポ等のようなオーディオ信号出力装置であっ
てもよい。また、オーディオ信号受信装置２０は、例えばヘッドフォンやイヤフォンのよ
うなオーディオ信号取得装置であってもよい。
【０１７０】
＜オーディオ信号送信装置１０のハードウェア構成について＞
　続いて、図１２を参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０のハー
ドウェア構成について、詳細に説明する。図１２は、本実施形態に係るオーディオ信号送
信装置１０のハードウェア構成を説明するためのブロック図である。
【０１７１】
　図１２に示したように、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０は、ＣＰＵ１０
１と、ＲＯＭ１０３と、ＲＡＭ１０５と、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃａｌｌｙ
　Ｅｒａｓａｂｌｅ　ａｎｄ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍ
ｏｒｙ）１０７と、入力インターフェース（Ｉ／Ｆ）１０９と、表示インターフェース（
Ｉ／Ｆ）１１３と、外部機器通信部１２１と、を備える。
【０１７２】
　また、外部機器通信部１２１には、ＤＳＰ１２３が接続される。
【０１７３】
　ＣＰＵ１０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、ＲＯＭ１０３、ＲＡＭ１
０５、ＥＥＰＲＯＭ１０７等に記録された各種プログラムに従って、オーディオ信号送信
装置１０内の動作全般またはその一部を制御する。ＲＯＭ１０３およびＥＥＰＲＯＭ１０
７は、ＣＰＵ１０１が使用するプログラムや演算パラメータ等を記憶する。ＲＡＭ１０５
は、ＣＰＵ１０１の実行において使用するプログラムや、その実行において適宜変化する
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パラメータ等を一次記憶する。これらはＣＰＵバス等の内部バスにより構成されるホスト
バスおよびＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅ
ｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バスなどの外部バスから構成されるシステムバス１１７によ
り、相互に接続されている。
【０１７４】
　入力インターフェース１０９は、キー操作部１１１を用いてユーザにより入力された情
報に基づいて入力信号を生成し、ＣＰＵ１０１に出力する入力制御回路などから構成され
ているインターフェースである。オーディオ信号送信装置１０のユーザは、以下で説明す
るキー操作部１１１を操作することにより、オーディオ信号送信装置１０に対して各種の
データを入力したり処理動作を指示したりすることができる。
【０１７５】
　キー操作部１１１は、オーディオ信号送信装置１０に対して各種のデータを入力したり
処理動作を指示したりする操作部である。キー操作部１１１は、例えば、マウス、キーボ
ード、タッチパネル、ボタン、スイッチおよびレバーなどユーザが操作する操作手段であ
る。また、キー操作部１１１は、例えば、赤外線やその他の電波を利用したリモートコン
トロール手段（いわゆる、リモコン）であってもよいし、オーディオ信号送信装置１０の
操作に対応した携帯電話やＰＤＡ等の外部接続機器であってもよい。
【０１７６】
　表示インターフェース１１３は、ＣＰＵ１０１から出力された出力信号を、後述する表
示部１１５へと伝送するためのインターフェースである。表示部１１５は、例えば、ＣＲ
Ｔディスプレイ装置、液晶ディスプレイ装置、プラズマディスプレイ装置、ＥＬディスプ
レイ装置およびランプなどの表示装置など、各種情報をユーザに対して視覚的に通知する
ことが可能な装置で構成される。
【０１７７】
　外部機器通信部１２１は、例えば、オーディオ信号受信装置２０や、各種のオーディオ
信号出力装置等と通信するための通信デバイス等で構成された通信インターフェースであ
る。この外部機器通信部１２１は、一般的なワイヤレスオーディオ伝送規格に則ったイン
ターフェースであってもよく、特定のワイヤレスオーディオ伝送規格に則ったインターフ
ェースであってもよい。本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０は、この外部機器
通信部１２１を介して、オーディオ信号受信装置２０に対してオーディオ信号を送信する
とともに、オーディオ信号受信装置２０と双方向データ通信を行う。
【０１７８】
　ＤＳＰ１２３は、オーディオ信号や画像信号に対する各種処理に特化したＣＰＵである
。このＤＳＰ１２３には、送信に用いられるオーディオ信号が入力されるオーディオ信号
入力部１２５と、取得したオーディオ信号が出力されるオーディオ信号出力部１３７とが
接続される。
【０１７９】
　オーディオ信号入力部１２５は、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０が送信
に用いるオーディオ信号が入力される処理部である。オーディオ信号入力部１２５は、例
えば、ＣＤ／ＤＶＤ／ＢＤ１２７や、ＭＤ（Ｍｉｎｉ　Ｄｉｓｋ）等のデジタル機器が接
続されるデジタル入力１２９や、チューナー（ＴＵＮＥＲ）１３１や、カセットテープや
レコード等のアナログ機器が接続されるアナログ入力１３３等から構成される。また、チ
ューナー１３１およびアナログ入力１３３から入力されたオーディオ信号は、ＡＤ変換部
１３５によりアナログ信号からデジタル信号へと変換される。かかるオーディオ信号入力
部１２５より入力されたオーディオ信号が、ＤＳＰ１２３および外部機器通信部１２１を
介してオーディオ信号受信装置２０へと送信される。
【０１８０】
　オーディオ信号出力部１３７は、オーディオ信号入力部１２５から入力されたオーディ
オ信号を、オーディオ信号送信装置１０の外部に出力する処理部である。オーディオ信号
出力部１３７は、例えば、デジタル信号であるオーディオ信号をアナログ信号へと変換す
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るＤＡ変換部（図示せず。）と、アナログ信号に変換されたオーディオ信号を増幅する増
幅部（図示せず。）と、増幅されたオーディオ信号が出力されるスピーカー（図示せず。
）等から構成される。
【０１８１】
　また、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０は、上記構成の他に、例えば、ス
トレージ装置（図示せず。）や、ドライブ（図示せず。）等を備えていてもよい。
【０１８２】
　ストレージ装置は、本実施形態にかかるオーディオ信号送信装置１０の記憶部の一例と
して構成されたデータ格納用の装置であり、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒ
ｉｖｅ）等の磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、または光磁気
記憶デバイス等により構成される。このストレージ装置は、ＣＰＵ１０１が実行するプロ
グラムや各種データ、および外部から取得したオーディオ信号などを格納することが可能
である。
【０１８３】
　ドライブは、記憶媒体用リーダライタであり、オーディオ信号送信装置１０に内蔵、あ
るいは外付けされる。ドライブは、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁気デ
ィスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体に記録されている情報を読み出し
て、ＲＡＭ１０５に出力する。また、ドライブは、装着されている磁気ディスク、光ディ
スク、光磁気ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体に記録を書き込む
ことも可能である。リムーバブル記録媒体は、例えば、ＤＶＤメディア、ＨＤ－ＤＶＤメ
ディア、Ｂｌｕ－ｒａｙメディア、コンパクトフラッシュ（登録商標）（Ｃｏｍｐａｃｔ
Ｆｌａｓｈ：ＣＦ）、メモリースティック、または、ＳＤメモリカード（Ｓｅｃｕｒｅ　
Ｄｉｇｉｔａｌ　ｍｅｍｏｒｙ　ｃａｒｄ）等である。また、リムーバブル記録媒体は、
例えば、非接触型ＩＣチップを搭載したＩＣカード（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕ
ｉｔ　ｃａｒｄ）または電子機器等であってもよい。
【０１８４】
　以上説明した構成により、オーディオ信号送信装置１０は、多様なオーディオ信号出力
源からオーディオ信号を取得し、外部機器通信部１２１を介して、オーディオ信号受信装
置２０に対してオーディオ信号を送信することが可能になるとともに、オーディオ信号受
信装置２０と双方向データ通信を行うことができる。
【０１８５】
　以上、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０の機能を実現可能なハードウェア
構成の一例を示した。上記の各構成要素は、汎用的な部材を用いて構成されていてもよい
し、各構成要素の機能に特化したハードウェアにより構成されていてもよい。従って、本
実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、利用するハードウェア構成を変更
することが可能である。
【０１８６】
＜オーディオ信号受信装置２０のハードウェア構成について＞
　続いて、図１３を参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０のハー
ドウェア構成について、詳細に説明する。図１３は、本実施形態に係るオーディオ信号受
信装置２０のハードウェア構成を説明するためのブロック図である。
【０１８７】
　図１３に示したように、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０は、ＣＰＵ２０
１と、ＲＯＭ２０３と、ＲＡＭ２０５と、ＥＥＰＲＯＭ２０７と、入力インターフェース
（Ｉ／Ｆ）２０９と、表示インターフェース（Ｉ／Ｆ）２１３と、外部機器通信部２２１
と、を備える。
【０１８８】
　また、外部機器通信部２２１には、受信したオーディオ信号を出力するオーディオ信号
出力部２２３が接続される。
【０１８９】
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　ＣＰＵ２０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、ＲＯＭ２０３、ＲＡＭ２
０５、ＥＥＰＲＯＭ２０７等に記録された各種プログラムに従って、オーディオ信号受信
装置２０内の動作全般またはその一部を制御する。ＲＯＭ２０３およびＥＥＰＲＯＭ２０
７は、ＣＰＵ２０１が使用するプログラムや演算パラメータ等を記憶する。ＲＡＭ２０５
は、ＣＰＵ２０１の実行において使用するプログラムや、その実行において適宜変化する
パラメータ等を一次記憶する。これらはＣＰＵバス等の内部バスにより構成されるホスト
バスおよびＰＣＩバスなどの外部バスから構成されるシステムバス２１７により、相互に
接続されている。
【０１９０】
　入力インターフェース２０９は、キー操作部２１１を用いてユーザにより入力された情
報に基づいて入力信号を生成し、ＣＰＵ２０１に出力する入力制御回路などから構成され
ているインターフェースである。オーディオ信号受信装置２０のユーザは、以下で説明す
るキー操作部２１１を操作することにより、オーディオ信号受信装置２０に対して各種の
データを入力したり処理動作を指示したりすることができる。
【０１９１】
　キー操作部２１１は、オーディオ信号受信装置２０に対して各種のデータを入力したり
処理動作を指示したりする操作部である。キー操作部２１１は、例えば、マウス、キーボ
ード、タッチパネル、ボタン、スイッチおよびレバーなどユーザが操作する操作手段であ
る。また、キー操作部２１１は、例えば、赤外線やその他の電波を利用したリモートコン
トロール手段（いわゆる、リモコン）であってもよいし、オーディオ信号受信装置２０の
操作に対応した携帯電話やＰＤＡ等の外部接続機器であってもよい。
【０１９２】
　表示インターフェース２１３は、ＣＰＵ２０１から出力された出力信号を、後述する表
示部２１５へと伝送するためのインターフェースである。表示部２１５は、例えば、ＣＲ
Ｔディスプレイ装置、液晶ディスプレイ装置、プラズマディスプレイ装置、ＥＬディスプ
レイ装置およびランプなどの表示装置など、各種情報をユーザに対して視覚的に通知する
ことが可能な装置で構成される。
【０１９３】
　外部機器通信部２２１は、例えば、オーディオ信号送信装置１０や、各種のオーディオ
信号出力装置等と通信するための通信デバイス等で構成された通信インターフェースであ
る。この外部機器通信部２２１は、一般的なワイヤレスオーディオ伝送規格に則ったイン
ターフェースであってもよく、特定のワイヤレスオーディオ伝送規格に則ったインターフ
ェースであってもよい。本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０は、この外部機器
通信部２２１を介して、オーディオ信号送信装置１０からオーディオ信号を受信するとと
もに、オーディオ信号送信装置１０と双方向データ通信を行う。
【０１９４】
　オーディオ信号出力部２２３は、オーディオ信号送信装置１０から送信されたオーディ
オ信号を出力する処理部である。オーディオ信号出力部２２３は、図１３に示したように
、例えば、ＤＡ変換部２２５と、増幅部２２７と、スピーカー２２９と、から構成される
。
 
【０１９５】
　ＤＡ変換部２２５は、受信したオーディオ信号をデジタル信号からアナログ信号へと変
換する。アナログ信号に変換されたオーディオ信号は、増幅部２２７により増幅され、ス
ピーカー２２９から出力される。
【０１９６】
　また、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０は、本実施形態に係るオーディオ
信号送信装置１０が備えるＤＳＰやオーディオ信号入力部を備えていてもよい。更に、オ
ーディオ信号受信装置２０は、上記構成の他に、例えば、ストレージ装置（図示せず。）
や、ドライブ（図示せず。）等を備えていてもよい。
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【０１９７】
　ストレージ装置は、本実施形態にかかるオーディオ信号受信装置２０の記憶部の一例と
して構成されたデータ格納用の装置であり、例えば、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒ
ｉｖｅ）等の磁気記憶部デバイス、半導体記憶デバイス、光記憶デバイス、または光磁気
記憶デバイス等により構成される。このストレージ装置は、ＣＰＵ２０１が実行するプロ
グラムや各種データ、および外部から取得したオーディオ信号などを格納することが可能
である。
【０１９８】
　ドライブは、記憶媒体用リーダライタであり、オーディオ信号受信装置２０に内蔵、あ
るいは外付けされる。ドライブは、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁気デ
ィスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体に記録されている情報を読み出し
て、ＲＡＭ２０５に出力する。また、ドライブは、装着されている磁気ディスク、光ディ
スク、光磁気ディスク、または半導体メモリ等のリムーバブル記録媒体に記録を書き込む
ことも可能である。リムーバブル記録媒体は、例えば、ＤＶＤメディア、ＨＤ－ＤＶＤメ
ディア、Ｂｌｕ－ｒａｙメディア、コンパクトフラッシュ（登録商標）、メモリースティ
ック、または、ＳＤメモリカード等である。また、リムーバブル記録媒体は、例えば、非
接触型ＩＣチップを搭載したＩＣカードまたは電子機器等であってもよい。
【０１９９】
　以上説明した構成により、オーディオ信号受信装置２０は、外部機器通信部２２１を介
して、オーディオ信号送信装置１０からオーディオ信号を取得することが可能になるとと
もに、オーディオ信号送信装置１０と双方向データ通信を行うことができる。
【０２００】
　以上、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０の機能を実現可能なハードウェア
構成の一例を示した。上記の各構成要素は、汎用的な部材を用いて構成されていてもよい
し、各構成要素の機能に特化したハードウェアにより構成されていてもよい。従って、本
実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、利用するハードウェア構成を変更
することが可能である。
【０２０１】
＜オーディオ信号送信装置１０の構成について＞
　次に、図１４を参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０の構成に
ついて、詳細に説明する。図１４は、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０の構
成を説明するためのブロック図である。
【０２０２】
　本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０は、例えば図１４に示したように、接続
制御部１５１と、伝送制御部１５３と、オーディオ信号送信部１５５と、記憶部１５７と
、を主に備える。
【０２０３】
　接続制御部１５１は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、外部機器通信部等から
構成され、オーディオ信号送信装置１０に接続されているオーディオ信号受信装置２０等
の外部接続機器の接続制御を行う。接続制御部１５１は、オーディオ信号受信装置２０等
の外部接続機器から送信された接続確立要求を受信すると、接続の可否を判断し、接続を
確立してもよいと判断した場合には、外部接続機器との接続を確立する。また、接続制御
部１５１は、オーディオ信号受信装置２０等の外部接続機器から送信された接続解除要求
を受信すると、そのオーディオ信号受信装置２０との接続を解消する。また、接続制御部
１５１は、受信装置の稼働状況に関する稼働状況情報に基づいて、オーディオ信号送信装
置１０に接続可能な外部接続機器の台数や稼働状況を把握し、接続管理を行う。
【０２０４】
　具体的には、接続制御部１５１は、オーディオ信号送信装置１０に接続可能な外部接続
機器（例えば、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０や、オーディオ信号送信装
置１０及び／又はオーディオ信号受信装置２０に接続されているヘッドフォン等の外部接
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続機器等）の有無や稼動状態に応じて、外部接続機器の接続を制御する。
【０２０５】
　なお、本実施形態に係る接続制御部１５１は、上述の処理に加えて、本発明の基本技術
に係る親機が備える接続制御部としての処理を更に実行することが可能である。
【０２０６】
　伝送制御部１５３は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、外部機器通信部等から
構成され、オーディオ信号送信装置１０とオーディオ信号受信装置２０との間におけるオ
ーディオ信号の伝送を制御する。より具体的には、伝送制御部１５３は、接続制御部１５
１からの要求に応じて、新たなＣＨマッピング情報の生成を行う。新たなＣＨマッピング
情報の生成に際して、伝送制御部１５３は、例えば後述する記憶部１５７に格納されてい
る各種のデータベースや、接続制御部１５１から伝送される様々な情報等を参照しながら
、外部接続機器であるオーディオ信号受信装置２０の接続状況の変化や、オーディオ信号
受信装置２０からの様々な要求を反映するように、ＣＨマッピング情報を動的に生成する
。生成された新たなＣＨマッピング情報は、後述するオーディオ信号送信部１５５へと出
力されるとともに、オーディオ信号受信装置２０に向けて送信される。また、新たに生成
されたＣＨマッピング情報は、記憶部１５７に記録されてもよい。
【０２０７】
　また、伝送制御部１５３は、複数のチャンネルそれぞれで送信されているオーディオ信
号の音源種別を表す音源種別情報と、外部接続機器が再生しているオーディオ信号の音源
種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音源情報をオーディオ信号受信装置２０
に送信する。
【０２０８】
　なお、本実施形態に係る伝送制御部１５３は、上述の処理に加えて、本発明の基本技術
に係る親機が備える伝送制御部としての処理を更に実行することが可能である。
【０２０９】
　オーディオ信号送信部１５５は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｄ
ＳＰ、外部機器通信部等から構成され、伝送制御部１５３から伝送されたチャンネル（Ｃ
Ｈ）マッピング情報に基づいて、オーディオ信号を各チャンネルに分配し、オーディオ信
号受信装置２０へと送信する。また、ＣＨマッピング情報に記載されている各チャンネル
におけるオーディオ信号の種別（オーディオ信号の属性）に適応させるために、送信予定
のオーディオ信号に対して変換を行う必要がある場合には、オーディオ信号送信部１５５
は、送信予定のオーディオ信号に対して所定の変換処理を施し、変換後のオーディオ信号
を送信する。ここで、上記の変換処理とは、例えば、変換前のオーディオ信号が、５．１
チャンネルに対応したオーディオ信号であった場合に、通常の２チャンネルのオーディオ
信号へとダウンミックスする場合等が考えられる。
 
【０２１０】
　オーディオ信号送信部１５５が送信するオーディオ信号は、オーディオ信号送信装置１
０に接続されているオーディオ信号出力装置１２から取得してもよく、後述する記憶部１
５７に記録されているオーディオ信号であってもよい。
【０２１１】
　記憶部１５７は、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０が備えるストレージ装
置であって、例えば、ＣＨマッピング情報を構成するオーディオ信号の種別等が記録され
ているデータベースや、オーディオ信号受信装置２０に対して送信しうる各種送信情報や
、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０が利用する各種プログラムや処理方法等
が格納される。また、記憶部１５７には、オーディオ信号そのものが記録されてもよい。
【０２１２】
　さらに、記憶部１５７は、上記データベースやプログラム以外にも、オーディオ信号送
信装置１０が、何らかの処理を行う際に保存する必要が生じた様々なパラメータや処理の
途中経過等を、適宜記憶することが可能である。この記憶部１５７は、接続制御部１５１
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、伝送制御部１５３、オーディオ信号送信部１５５等のオーディオ信号送信装置１０を構
成する各処理部が、自由に読み書きを行うことが可能である。
【０２１３】
　なお、オーディオ信号送信装置１０は、上記処理部以外にも、表示制御部や表示部等の
各種処理部が設けられていてもよい。また、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１
０では、外部接続機器へのオーディオ信号の送信や、外部接続機器との双方向通信は、無
線伝送により行われてもよく、有線伝送により行われてもよいが、無線伝送により行われ
ることが好ましい。
【０２１４】
　以上、本実施形態に係るオーディオ信号送信装置１０の機能の一例を示した。上記の各
構成要素は、汎用的な部材や回路を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に
特化したハードウェアにより構成されていてもよい。また、各構成要素の機能を、ＣＰＵ
等が全て行ってもよい。従って、本実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜
、利用する構成を変更することが可能である。
【０２１５】
＜オーディオ信号受信装置２０の構成について＞
　続いて、図１５および図１６を参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号受信装
置２０の構成について、詳細に説明する。図１５および図１６は、本実施形態に係るオー
ディオ信号受信装置２０の構成を説明するためのブロック図である。
【０２１６】
　本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０は、例えば図１５に示したように、接続
制御部２５１と、伝送制御部２５３と、オーディオ信号再生部２５５と、表示制御部２５
７と、記憶部２６１と、を主に備える。
【０２１７】
　接続制御部２５１は、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、外部機器通信部等から
構成され、オーディオ信号受信装置２０とオーディオ信号送信装置１０との接続制御を行
う。より具体的には、接続制御部２５１は、オーディオ信号受信装置２０とオーディオ信
号送信装置１０との接続状態を変更するための接続情報を、オーディオ信号送信装置１０
に対して送信する。ここで、接続状態を変更するための接続情報として、例えば、オーデ
ィオ信号送信装置１０に対するオーディオ信号受信装置２０の接続確立要求や、オーディ
オ信号送信装置１０に対するオーディオ信号受信装置２０の接続解除要求や、オーディオ
信号受信装置２０の電源のＯＮ／ＯＦＦ状態を通知する情報等を挙げることができる。
【０２１８】
　また、接続制御部２５１は、上記接続情報をオーディオ信号送信装置１０に送信する際
に、オーディオ信号受信装置２０を特定する識別子等をあわせて送信してもよい。
 
【０２１９】
　なお、本実施形態に係る接続制御部２５１は、上述の処理に加えて、本発明の基本技術
に係るメイン子機が備える接続制御部としての処理を更に実行することが可能である。
【０２２０】
　伝送制御部２５３は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、外部機器通信
部等から構成され、オーディオ信号送信装置１０から伝送されたオーディオ信号を受信す
る際の制御を行う。また、伝送制御部２５３は、オーディオ信号送信装置１０をオーディ
オ信号受信装置２０から制御する際に、オーディオ信号送信装置１０に対して送信される
各種の伝送コマンドの送信制御を行う。この伝送制御部２５３については、以下で改めて
詳細に説明する。
【０２２１】
　なお、本実施形態に係る伝送制御部２５３は、上述の処理に加えて、本発明の基本技術
に係るメイン子機が備える伝送制御部としての処理を更に実行することが可能である。
【０２２２】
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　オーディオ信号再生部２５５は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、Ｄ
ＳＰ、外部機器通信部等から構成され、ＣＰＵ伝送制御部２５３が取得したオーディオ信
号送信装置１０から送信されているオーディオ信号を再生する。オーディオ信号を再生す
る際に、オーディオ信号再生部２５５は、ボリュームの調整やオーディオ信号の走行制御
を行うことが可能である。また、オーディオ信号を再生する際に、オーディオ信号再生部
２５５は、後述する記憶部２６１に記録されている各種データベースを参照してもよい。
 
【０２２３】
　また、本実施形態に係るオーディオ信号再生部２５５は、上述の処理に加えて、本発明
の基本技術に係るメイン子機がオーディオ信号の再生の際に実行可能な処理を行うことが
可能である。
【０２２４】
　表示制御部２５７は、接続制御部２５１および伝送制御部２５３から伝送された様々な
情報を、オーディオ信号受信装置２０が備える表示部２１５に表示する際の表示制御を行
う。接続制御部２５１および伝送制御部２５３が表示部２１５に表示する情報の例として
は、例えば、親機であるオーディオ信号送信装置１０とのリンク状態や接続状態を表す情
報や、オーディオ信号送信装置１０から受信しているオーディオ信号の種別や再生状態に
関する情報や、オーディオ信号受信装置２０が再生している放送局情報や曲情報等を挙げ
ることができる。表示制御部２５７は、表示部２１５の表示制御を行う際に、後述する記
憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照してもよい。
【０２２５】
　また、表示制御部２５７は、上述の情報の他にも、オーディオ信号受信装置２０が表示
する必要が生じた情報を表示部２１５に表示する際の表示制御を行うことが可能である。
さらに、本実施形態に係る表示制御部２５７は、上述の処理に加えて、本発明の基本技術
に係るメイン子機が備える表示制御部としての処理を更に実行することが可能である。
【０２２６】
　記憶部２６１は、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０が備えるストレージ装
置であって、例えば、ＣＨマッピング情報を構成するオーディオ信号の種別等が記録され
ているデータベースや、オーディオ信号送信装置１０に対して送信しうる各種送信情報や
、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０が利用する各種プログラムや処理方法等
が格納される。
【０２２７】
　さらに、記憶部２６１は、上記データベースやプログラム以外にも、オーディオ信号受
信装置２０が、何らかの処理を行う際に保存する必要が生じた様々なパラメータや処理の
途中経過等を、適宜記憶することが可能である。この記憶部２６１は、接続制御部２５１
、伝送制御部２５３、オーディオ信号再生部２５５、表示制御部２５７等のオーディオ信
号受信装置２０を構成する各処理部が、自由に読み書きを行うことが可能である。
【０２２８】
［伝送制御部２５３の構成について］
　続いて、図１６を参照しながら、本実施形態に係る伝送制御部２５３について、詳細に
説明する。図１６は、本実施形態に係る伝送制御部２５３の機能を説明するためのブロッ
ク図である。
【０２２９】
　本実施形態に係る伝送制御部２５３は、図１６に示したように、音源情報受信部２７１
と、再生可能音源設定部２７３と、音源選択部２７５と、オーディオ信号受信部２７７と
、を更に備える。
【０２３０】
　音源情報受信部２７１は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＤＳＰ、
外部機器通信部等から構成され、複数のチャンネルそれぞれで送信されているオーディオ
信号の音源種別を表す音源種別情報と、外部接続機器であるオーディオ信号送信装置１０
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が再生しているオーディオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音
源情報を、オーディオ信号送信装置１０から受信する。音源情報の受信に際して、音源情
報受信部２７１は、記憶部２６１に記録されている各種のデータベース等を利用してもよ
い。
 
【０２３１】
　上述の音源種別情報は、オーディオ信号送信装置１０が複数のチャンネルを介して送信
しているオーディオ信号の種別を表した情報であり、それぞれのチャンネルで送信されて
いるオーディオ信号は、オーディオ信号送信装置１０が有する各音源に対応している。こ
の音源種別情報は、本発明の基本技術に係るチャンネルマッピングと同様のものであり、
この音源種別情報を参照することで、オーディオ信号受信装置２０は、親機であるオーデ
ィオ信号送信装置１０のモードの種別（すなわち、サラウンドモードかマルチソースモー
ドかという種別）や、各チャンネルで送信されている音源の種別を知ることが可能である
。
【０２３２】
　また、上述の外部接続機器再生音源情報は、オーディオ信号受信装置２０が接続してい
る親機であるオーディオ信号送信装置１０が再生しているオーディオ信号の種別を表した
情報であって、親機であるオーディオ信号送信装置１０が再生している音源が変わるごと
に変化する情報である。オーディオ信号受信装置２０は、この外部接続機器再生音源情報
を取得することで、オーディオ信号送信装置１０が再生している音源の種類を把握するこ
とが可能となる。
【０２３３】
　オーディオ信号送信装置１０は、自身が再生している音源の種類が変化するごとに、現
在再生している音源に関する情報を、外部接続機器再生音源情報としてオーディオ信号受
信装置２０に送信してもよく、所定の時間間隔ごとに、現在再生している音源に関する情
報を、外部接続機器再生音源情報としてオーディオ信号受信装置２０に送信してもよい。
また、オーディオ信号受信装置２０の音源情報受信部２７１から送信された外部接続機器
再生音源情報の取得希望要求に応じて、オーディオ信号送信装置１０は、現在再生してい
る音源に関する情報を、外部接続機器再生音源情報としてオーディオ信号受信装置２０に
送信してもよい。
【０２３４】
　音源情報受信部２７１は、受信した音源種別情報を後述するオーディオ信号受信部２７
７に伝送するとともに、受信した音源種別情報および外部接続機器再生音源情報を、後述
する再生可能音源設定部２７３に伝送する。また、音源情報受信部２７１は、受信した音
源情報を、記憶部２６１に記録してもよい。
【０２３５】
　再生可能音源設定部２７３は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＤＳ
Ｐ、外部機器通信部等から構成され、音源情報受信部２７１から伝送された音源種別情報
に基づいて、オーディオ信号受信装置２０で再生可能な音源を設定する。また、再生可能
音源設定部２７３は、音源情報受信部２７１から伝送された外部接続機器再生音源情報に
基づいて、外部接続機器であるオーディオ信号送信装置１０が再生しているオーディオ信
号の音源を、外部接続機器再生音源として再生可能音源に設定する。以下の説明では、外
部接続機器再生音源を、「メインユニットファンクション」と称することとする。また、
オーディオ信号受信装置で再生可能な音源を「サブファンクション」と称することとする
。
 
【０２３６】
　より具体的には、本実施形態に係る再生可能音源設定部２７３では、音源情報受信部２
７１から伝送された音源種別情報に基づいて、メインチャンネルに割り当てられているオ
ーディオ信号に対応した音源（すなわち、ＤＶＤや、ＣＤや、ＡＭやＦＭのようなＴＵＮ
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ＥＲや、ＸＭや、ＤＭＰＯＲＴや、ＡＵＤＩＯ　ＩＮ等のファンクション）を再生可能音
源として設定するだけでなく、これらの再生可能音源にメインユニットファンクションと
いう音源を新たに追加する。
【０２３７】
　なお、再生可能音源設定部２７３が行う再生可能音源の設定処理については、以下で改
めて詳細に説明する。
【０２３８】
　音源選択部２７５は、再生可能音源設定部２７３が設定した再生可能音源の中から、オ
ーディオ信号受信装置２０が再生する音源を選択する。より具体的には、オーディオ信号
受信装置２０に備えられた各種の操作キーやトグル等の入力装置によって再生可能音源が
ユーザによって選択されると、音源選択部２７５は、対応する音源が選択されたと判断し
、後述するオーディオ信号受信部２７７に音源選択部２７５が選択した音源に対応するオ
ーディオ信号を取得するように要請する。
【０２３９】
　オーディオ信号受信部２７７は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、外
部機器通信部等から構成され、音源情報受信部２７１から伝送された音源種別情報に基づ
いて、音源選択部２７５により選択された音源に対応するオーディオ信号を、オーディオ
信号送信装置１０から受信する。より具体的には、オーディオ信号受信部２７７は、音源
選択部２７５から通知された音源に対応するオーディオ信号が送信されているチャンネル
を、音源情報受信部２７１が受信した音源種別情報に含まれるＣＨマッピングに基づいて
検索し、検索結果に応じて該当するオーディオ信号をオーディオ信号送信装置１０から受
信する。オーディオ信号受信部２７７は、受信したオーディオ信号を、オーディオ信号再
生部２５５へと出力する。また、オーディオ信号受信部２７７は、受信したオーディオ信
号を、記憶部２６１に記録してもよい。
【０２４０】
　以上、本実施形態に係る伝送制御部２５３について、詳細に説明した。なお、オーディ
オ信号受信装置２０は、上記処理部以外にも、各種処理部が設けられていてもよい。また
、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０では、外部接続機器からのオーディオ信
号の受信や、外部接続機器との双方向通信は、無線伝送により行われてもよく、有線伝送
により行われてもよいが、無線伝送により行われることが好ましい。
 
【０２４１】
　以上、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０の機能の一例を示した。上記の各
構成要素は、汎用的な部材や回路を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に
特化したハードウェアにより構成されていてもよい。また、各構成要素の機能を、ＣＰＵ
等が全て行ってもよい。従って、本実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜
、利用する構成を変更することが可能である。
【０２４２】
＜オーディオ信号受信装置のオーディオ信号再生モードについて＞
　続いて、図１７を参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０におけ
るオーディオ信号再生モードについて、詳細に説明する。図１７は、本実施形態に係るオ
ーディオ信号受信装置２０におけるオーディオ信号再生モードについて説明するための説
明図である。
【０２４３】
　本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０は、例えば図１７に示したように、パー
ティモードと、セパレートモードの２種類の再生モードを選択可能である。パーティモー
ドは、図１７に示したように、多数の人が子機であるオーディオ信号受信装置２０で複数
の部屋で同じ音源ソースを聞くことができるモードであり、セパレートモードは、図１７
に示したように、親機であるオーディオ信号送信装置１０が設置された部屋の人と、オー
ディオ信号受信装置２０が設置されたその他の部屋の人とが、同時に異なる音源ソースを
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聞くことができるモードである。
【０２４４】
　パーティモードを選択しているオーディオ信号受信装置２０では、子機（すなわち、オ
ーディオ信号受信装置２０）で親機（すなわち、オーディオ信号送信装置１０）と同じフ
ァンクション（すなわち、音源種別）を聞くことと、子機から親機のファンクションを切
り替えることは可能となる。しかしながら、子機で親機と異なるファンクションを聞くこ
とと、子機から親機と異なるファンクションを切り替えることは禁止される。
【０２４５】
　また、セパレートモードを選択しているオーディオ信号受信装置２０では、子機で親機
と同じファンクションを聞くこと、子機で親機と異なるファンクションを聞くこと、およ
び、子機から親機と異なるファンクションを切り替えることは可能となるが、子機から親
機のファンクションを切り替えることは禁止される。
【０２４６】
　また、パーティモードおよびセパレートモードの双方に共通して、子機から親機に対し
て、ファンクション選択やＰＬＡＹ等の簡単な走行系操作を行うことが可能である。また
、子機から操作する場合と、親機から操作する場合で、動作仕様に差異はない。さらに、
子機から親機に対して行われた操作が無効な場合に、親機から子機に操作できなかったこ
とを通知しなくてもよい。また、子機に搭載するキーは、ＣＨキー（ファンクションを切
り替える）以外は、オプションのため、走行系操作を行えないように設定されてもよい。
【０２４７】
　また、オーディオ信号受信装置２０の表示制御部２５７は、オーディオ信号送信装置１
０から伝送された放送局情報、曲情報、再生状態等の親機の状態を表した情報に基づいて
、これらの情報を表示部に表示させてもよい。なお、これらの情報の表示は、子機である
オーディオ信号受信装置２０の表示能力にあわせて表示されるものであり、表示仕様は、
オーディオ信号受信装置２０によって異なっていても良い。すなわち、これらの情報は、
文字表示だけでなく、アイコン表示のような仕様で表示されていてもよい。
【０２４８】
　また、子機だけでなく親機にも表示部を設け、メインユニットファンクションの設定さ
れている子機を示す表示をさせてもよい。親機の表示として、メインユニットファンクシ
ョンの設定されている子機の識別ＩＤをリスト表示させてもよいし、それぞれの子機のア
イコンを親機に事前登録しておくことで、アイコン等の表示オブジェクトを並べて表示し
てもよい。
【０２４９】
　なお、親機であるオーディオ信号送信装置１０で再生されているオーディオ信号がマル
チチャンネルのソースである場合には、このオーディオ信号は、マルチチャンネルから２
チャンネルステレオにダウンミックスされて伝送される。
【０２５０】
＜オーディオ信号受信方法について＞
　次に、図１８～図１９Ｂを参照しながら、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２
０で行われるオーディオ信号の受信方法について、詳細に説明する。図１８は、本実施形
態に係る再生可能音源について説明するための説明図である。また、図１９Ａおよび図１
９Ｂは、本実施形態に係るオーディオ信号の受信方法の一例を説明するための説明図であ
る。なお、以下の説明では、オーディオ信号受信装置２０がセパレートモードである場合
について詳細に説明する。
【０２５１】
　まず、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０の音源情報受信部２７１は、オー
ディオ信号送信装置１０から、複数のチャンネルそれぞれで送信されているオーディオ信
号の音源種別を表す音源種別情報と、オーディオ信号送信装置１０が再生しているオーデ
ィオ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を受信する。音
源情報受信部２７１は、受信した音源種別情報を、オーディオ信号受信部２７７に伝送す
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るとともに、音源種別情報および外部接続機器再生音源情報を、再生可能音源設定部２７
３に伝送する。
【０２５２】
　次に、再生可能音源設定部２７３は、音源情報受信部２７１から伝送された音源情報に
基づいて、再生可能音源を設定する。例えば、図１８に示したように、受信した音源種別
情報に記載されているメインチャンネルに対応した音源（ファンクション）として、ＣＤ
、ＤＶＤ、ＢＤ、ＦＭ、ＡＭ、ＸＭ、ＤＭＰＯＲＴ、ＡＵＤＩＯ　ＩＮ等が再生可能音源
として設定される。さらに、再生可能音源設定部２７３は、外部接続機器再生音源情報に
基づき、オーディオ信号送信装置１０で再生されている音源を表すメインユニットファン
クションとして、「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」を設定する。この再生可能音源の設定時には、
再生可能音源設定部２７３は、記憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照
しながら処理を実行してもよい。
【０２５３】
　このメインユニットファンクションは、外部接続機器再生音源情報に基づいて設定され
るファンクションであるため、オーディオ信号送信装置１０で再生される音源が変更され
るごとに、メインユニットファンクションに割り当てられる音源種別が変更される。すな
わち、オーディオ信号送信装置１０でＤＶＤを再生している際には、オーディオ信号受信
装置２０の「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」に割り当てられる音源は、ＤＶＤとなる。また、オー
ディオ信号送信装置１０でＣＤが再生されている際には、オーディオ信号受信装置２０の
「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」に割り当てられる音源は、ＣＤとなる。
【０２５４】
　このように、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０では、サブファンクション
として、親機であるオーディオ信号送信装置１０で再生されている音源をそのまま再生す
るファンクションである「メインユニットファンクション」が更に追加されるため、オー
ディオ信号受信装置２０は、セパレートモードを選択している場合であっても、パーティ
モードと同様の再生を行うことが可能となる。なお、オーディオ信号受信装置２０は、再
生音源として「メインユニットファンクション」を選択している場合には、オーディオ信
号受信装置２０側から親機であるオーディオ信号送信装置１０の操作を行うことをできな
いようにしてもよい。
【０２５５】
　次に、音源選択部２７５により、あるファンクションが選択されると、オーディオ信号
受信部２７７は、音源情報受信部２７１から伝送された音源種別情報に含まれるＣＨマッ
ピングに基づいて、音源選択部２７５により選択されたファンクションに対応するオーデ
ィオ信号を、オーディオ信号送信装置１０から受信する。オーディオ信号受信部２７７は
、受信したオーディオ信号を、オーディオ信号再生部２５５に伝送する。なお、音源選択
時およびオーディオ信号の受信時には、音源選択部２７５およびオーディオ信号受信部２
７７は、記憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照しながら処理を実行し
てもよい。
【０２５６】
　次に、オーディオ信号再生部２５５は、オーディオ信号受信部２７７から伝送されたオ
ーディオ信号を再生する。オーディオ信号の再生時には、オーディオ信号再生部２５５は
、記憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照しながら、オーディオ信号の
再生処理を行ってもよい。
【０２５７】
　以上説明したような方法により、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０はオー
ディオ信号の受信処理を行うが、オーディオ信号送信装置１０がファンクションとしてＡ
ＭやＦＭ等のＴＵＮＥＲを選択している場合、および、オーディオ信号受信装置２０がフ
ァンクションとしてＡＭやＦＭ等のＴＵＮＥＲを選択している場合には、再生可能音源の
設定処理において、以下のような処理がさらになされる。これは、通常、オーディオ信号
送信装置１０には１つのチューナーパックしか備えられていないため、親機であるオーデ
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ィオ信号送信装置１０がＡＭ放送とＦＭ放送とを同時に受信することができないためであ
る。なお、以下の説明では、オーディオ信号送信装置１０のファンクションとして、ＦＭ
、ＡＭ、ＸＭ、ＤＶＤの４種類のファンクションが存在し、オーディオ信号受信装置２０
のファンクションとして、ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ、ＦＭ、ＡＭ、ＸＭ、ＤＶＤの５種類のフ
ァンクションが存在する場合を例にとって説明する。
【０２５８】
［子機がＴＵＮＥＲを選択している際に親機がＴＵＮＥＲを選択した場合］
　例えば、図１９Ａに示したように、親機であるオーディオ信号送信装置１０がＤＶＤを
選択しており、子機であるオーディオ信号受信装置２０がＡＭを選択している場合（１）
に、親機がＦＭを選択した場合（２）を考える。この際、ＡＭやＦＭ等のＴＵＮＥＲを受
信するチューナーパックは親機に１つしか存在しないため、親機がＦＭを選択した場合に
は、ＦＭ放送しか受信できなくなる。その結果、子機が受信しているＴＵＮＥＲのバンド
は、自動的にＡＭからＦＭに切り替わる（２）。また、子機が受信しているオーディオ信
号がＡＭからＦＭに切り替わる際には、オーディオ信号受信装置２０の再生可能音源設定
部２７３は、切り替わる直前にＡＭに対応するオーディオ信号を受信していた旨を記憶部
２６１に記録しておく。
【０２５９】
　次に、親機が再生しているＴＵＮＥＲがＦＭからＡＭに切り替えられた場合（３）には
、子機が受信しているＴＵＮＥＲのバンドも、自動的にＡＭに切り替わる（３）。続いて
、親機がＡＭからＸＭ（衛星デジタルラジオ）にファンクションを切り替えた場合（４）
、親機はＦＭまたはＡＭの電波とＸＭの電波とを同時に受信することが可能であるため、
子機のファンクションは、先ほど記録していた元のＴＵＮＥＲバンド（この例の場合には
、ＡＭ放送）に切り替わることとなる（４）。
【０２６０】
［親機がＴＵＮＥＲを選択している際に子機がＴＵＮＥＲを選択する場合］
　また、親機がファンクションとしてＡＭまたはＦＭのＴＵＮＥＲバンドを選択している
場合には、子機のサブファンクションでは、親機が選択しているＴＵＮＥＲバンド以外は
選択することはできない。そのため、親機が選択しているＴＵＮＥＲバンド以外のバンド
を選択しようとした場合には、選択しようとしたバンドに対応づけられたサブファンクシ
ョンは自動的にスキップされる。
【０２６１】
　例えば、図１９Ｂに示したように、親機がＡＭのＴＵＮＥＲバンドを再生しており、子
機がＸＭを再生している場合（１）に、子機がＡＭのＴＵＮＥＲバンドを選択した場合（
２）には、親機が再生しているＴＵＮＥＲバンドと子機が選択したＴＵＮＥＲバンドは一
致しているため、子機はＡＭを再生することが可能である。次に、子機がＡＭからＦＭへ
とＴＵＮＥＲバンドを切り替えようとすると、ＦＭは親機が再生しているＴＵＮＥＲバン
ドとは異なるものであるため、子機はＦＭを選択することができない。その結果、ＦＭの
次に子機が選択することができるファンクション（図１９Ｂの場合には、ＭＡＩＮ　ＵＮ
ＩＴファンクション）まで自動的にファンクションがスキップされる（４）。
【０２６２】
　なお、上述のＴＵＮＥＲに関する例において、同一のバンド（すなわち、ＦＭまたはＡ
Ｍ）を選択している場合であれば、同一のバンド内で受信する周波数を子機側から操作す
ることは可能である。すなわち、親機および子機が例えばＦＭという同一のバンドを選択
しているのであれば、子機は、ＦＭ放送の中の任意の周波数の番組を選択することが可能
である。
【０２６３】
　このように、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置では、音源を提供する親機と再
生する子機において、親機・子機が独立して音源を選択可能とすることにより、各々の操
作がお互いのリスニング環境に影響を及ぼすことを避けることができる。
【０２６４】
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　また、音源の選択一覧を子機が動的に作成することにより、ハード制約により複数の音
源が同時に子機から独立して選択不可能な場合も、親機が再生している音源をひとつの仮
想的音源として提示することで親機と同じ音源を選択することが可能となる。さらに、子
機が親機と同じ音源を選択する事になる前に、子機が選択していた音源を記録しておくこ
とにより、親機と子機の音源が同じ音源の選択状態から、独立した音源を選択可能な状態
に遷移した際に、子機の音源を適切な遷移先（記録していた音源）にすることにより、子
機の使用者の混乱を避けることができる。また、子機が親機と同じ音源を選択する事にな
る際に、子機が選択していた音源を記録するだけでなく、子機がファンクションの選択を
変更する毎に、直前に選択していたファンクションに関する情報を記憶部に記録してもよ
い。
【０２６５】
（第１変形例）
　本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０では、音源を直接有する、または、音源
を接続している親機と、有線または無線で接続することによって、子機における親機の音
声出力を可能にしている。また、子機からは親機の音源が選択可能となっており、音源の
選択は親機で選択されている音源と同じであってもよく、親機と異なっていてもよい。
【０２６６】
　ここで、親機で選択しているのと同じ音源を子機で選択している場合に、子機側操作で
その音源が操作されてしまうと、親機側の音源利用者にとっては不利益となる。そのため
、本実施形態に係るオーディオ信号受信装置２０の第１変形例では、上述のような場合に
は子機側からの操作を禁止する。また、子機側にとってはこの場合のみ親機側操作によっ
て音源が操作されるため、何らかの方法でその状況を提示しないと子機側利用者は混乱し
てしまう。
【０２６７】
　この状況を解決するため、親機側で選択している音源を「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（親機の
音源）」といった扱いとし、親機が選択している音源に応じて子機に提示する音源（サブ
ファンクション）を動的に設定する。本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０では、
子機側で「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」を選択している時は、子機側からの音源操作は行えず、
親機の操作に従うこととなる。
【０２６８】
＜オーディオ信号受信装置の構成について＞
　まず、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０の構成について説明する。本変形例
に係るオーディオ信号受信装置２０は、接続制御部２５１と、伝送制御部２５３と、オー
ディオ信号再生部２５５と、表示制御部２５７と、記憶部２６１と、表示部２１５と、を
主に備える。ここで、接続制御部２５１、オーディオ信号再生部２５５、表示制御部２５
７、記憶部２６１および表示部２１５については、本発明の第１の実施形態に係るオーデ
ィオ信号受信装置２０と同様の構成を有し、ほぼ同一の効果を奏するため、詳細な説明は
省略する。以下では、本変形例に係る伝送制御部２５３について、詳細に説明する。
【０２６９】
　図２０は、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０の伝送制御部２５３について説
明するためのブロック図である。本変形例に係る伝送制御部２５３は、例えば図２０に示
したように、音源情報受信部２７１と、音源選択部２７５と、オーディオ信号受信部２７
７と、再生可能音源設定部２８１と、を備える。ここで、音源情報受信部２７１と、音源
選択部２７５と、オーディオ信号受信部２７７とについては、本発明の第１の実施形態に
係るオーディオ信号受信装置２０と同様の構成を有し、ほぼ同一の効果を奏するため、詳
細な説明は省略する。
【０２７０】
　再生可能音源設定部２８１は、例えば、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ＥＥＰＲＯＭ、ＤＳ
Ｐ、外部機器通信部等から構成され、音源情報受信部２７１から伝送された音源種別情報
に基づいて、オーディオ信号受信装置２０で再生可能な音源を設定する。また、再生可能
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音源設定部２８１は、音源情報受信部２７１から伝送された外部接続機器再生音源情報に
基づいて、外部接続機器であるオーディオ信号送信装置１０が再生しているオーディオ信
号の音源を、ＤＶＤやＣＤ等のように音源種別を表す表示ではなく、「ＭＡＩＮ　ＵＮＩ
Ｔ」として表示させるように表示制御部２５７に伝送する。
 
【０２７１】
　より具体的には、本変形例に係る再生可能音源設定部２８１では、音源情報受信部２７
１から伝送された音源種別情報に基づいて、メインチャンネルに割り当てられているオー
ディオ信号に対応した音源（すなわち、ＤＶＤや、ＣＤや、ＡＭやＦＭのようなＴＵＮＥ
Ｒや、ＸＭや、ＤＭＰＯＲＴや、ＡＵＤＩＯ　ＩＮ等のファンクション）を再生可能音源
として設定する。なお、この際に、外部接続機器再生音源情報に記載されている音源種別
に関しては、ファンクション名で記載するかわりに、「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」として表示
させるように設定する。
 
【０２７２】
　なお、再生可能音源設定部２８１が行う再生可能音源の設定処理については、以下で改
めて詳細に説明する。
【０２７３】
　以上、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０の機能の一例を示した。上記の各構
成要素は、汎用的な部材や回路を用いて構成されていてもよいし、各構成要素の機能に特
化したハードウェアにより構成されていてもよい。また、各構成要素の機能を、ＣＰＵ等
が全て行ってもよい。従って、本実施形態を実施する時々の技術レベルに応じて、適宜、
利用する構成を変更することが可能である。
【０２７４】
＜オーディオ信号受信方法について＞
　次に、図２１～図２２Ｂを参照しながら、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０
で行われるオーディオ信号の受信方法について、詳細に説明する。図２１は、本変形例に
係る再生可能音源について説明するための説明図である。また、図２２Ａおよび図２２Ｂ
は、本変形例に係るオーディオ信号の受信方法の一例を説明するための説明図である。な
お、以下の説明では、オーディオ信号受信装置２０がセパレートモードである場合につい
て詳細に説明する。
【０２７５】
　まず、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０の音源情報受信部２７１は、オーデ
ィオ信号送信装置１０から、複数のチャンネルそれぞれで送信されているオーディオ信号
の音源種別を表す音源種別情報と、オーディオ信号送信装置１０が再生しているオーディ
オ信号の音源種別を表す外部接続機器再生音源情報と、を含む音源情報を受信する。音源
情報受信部２７１は、受信した音源種別情報を、オーディオ信号受信部２７７に伝送する
とともに、音源種別情報および外部接続機器再生音源情報を、再生可能音源設定部２８１
に伝送する。
【０２７６】
　次に、再生可能音源設定部２８１は、音源情報受信部２７１から伝送された音源情報に
基づいて、再生可能音源を設定する。例えば、図２１に示したように、受信した音源種別
情報に記載されているメインチャンネルに対応した音源（ファンクション）として、ＤＶ
Ｄ、ＦＭ、ＡＭ、ＵＳＢ、ＡＵＸ等が再生可能音源として設定される。さらに、再生可能
音源設定部２８１は、外部接続機器再生音源情報に基づき、オーディオ信号送信装置１０
で再生されている音源を表す表示を、「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」として表示させるように設
定する。図２１の上図に示した場合では、外部接続機器再生音源情報にＤＶＤが記載され
ている場合には、「ＤＶＤ」という表示ではなく、「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＤＶＤ）」と
して表示されるように設定する。
【０２７７】
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　また、親機がＤＶＤからＴＵＮＥＲファンクションであるＦＭへとファンクションを変
更した場合、親機にはＴＵＮＥＲを受信するデバイスであるチューナーパックは１つしか
ないのが一般的であるため、子機では親機と独立してＴＵＮＥＲバンドを選択することは
できない。そのため、本変形例に係る再生可能音源設定部２８１では、図２１の下図に示
したように、親機でＴＵＮＥＲであるＦＭ、ＡＭのいずれかが選択されている場合には、
子機では、ＦＭ、ＡＭの各ファンクションをまとめて「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＴＵＮＥＲ
）」として表示されるように設定する。なお、この再生可能音源の設定時には、再生可能
音源設定部２８１は、記憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照しながら
処理を実行してもよい。
 
【０２７８】
　このように、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０では、サブファンクションの
表示が外部接続機器再生音源情報に基づいて動的に変化する（ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴとして
表示される）ため、本変形例に係るオーディオ信号受信装置２０のユーザは、ＭＡＩＮ　
ＵＮＩＴとして表示されているファンクションにおける操作が子機からは不可能であるこ
と、および、ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴとして表示されているファンクションが親機での操作に
依存してしまうことを認識することができる。
【０２７９】
　次に、音源選択部２７５により、あるファンクションが選択されると、オーディオ信号
受信部２７７は、音源情報受信部２７１から伝送された音源種別情報に含まれるＣＨマッ
ピングに基づいて、音源選択部２７５により選択されたファンクションに対応するオーデ
ィオ信号を、オーディオ信号送信装置１０から受信する。オーディオ信号受信部２７７は
、受信したオーディオ信号を、オーディオ信号再生部２５５に伝送する。なお、音源選択
時およびオーディオ信号の受信時には、音源選択部２７５およびオーディオ信号受信部２
７７は、記憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照しながら処理を実行し
てもよい。
【０２８０】
　次に、オーディオ信号再生部２５５は、オーディオ信号受信部２７７から伝送されたオ
ーディオ信号を再生する。オーディオ信号の再生時には、オーディオ信号再生部２５５は
、記憶部２６１に記録されている各種データベース等を参照しながら、オーディオ信号の
再生処理を行ってもよい。
【０２８１】
　続いて、図２２Ａおよび図２２Ｂを参照しながら、オーディオ信号の受信方法の一例を
具体的に説明する。図２２Ａに示した例は、子機で選択している音源（ファンクション）
と同じ音源に、親機側が後から遷移してきた場合の例である。
【０２８２】
　図２２Ａの上図のように、親機がＡＵＸを選択しており、子機がＤＶＤを選択している
場合には、子機側のＡＵＸの表示が「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＡＵＸ）」となる。続いて、
親機が選択しているファンクションがＡＵＸからＤＶＤに遷移すると、子機で再生される
音源そのものは変化しないが、親機の遷移により、子機側のＤＶＤの表示が「ＭＡＩＮ　
ＵＮＩＴ（ＤＶＤ）」となり、それまで実行可能であった子機からの音源操作が行えなく
なる。この際、子機のユーザは、子機での表示が「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＤＶＤ）」に変
化することで、その事実を知ることができる。続いて、親機が選択しているファンクショ
ンがＤＶＤからＦＭに遷移すると、子機側の「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＤＶＤ）」の表示が
「ＤＶＤ」に変化し、子機からの音源操作が再び可能となる。また、親機のファンクショ
ン遷移に伴い、子機側のＦＭおよびＡＭの表示がまとめられて「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（Ｔ
ＵＮＥＲ）」となる。
【０２８３】
　次に、図２２Ｂに示した例は、ＴＵＮＥＲのように、ハード的制約で独立して親機・子
機が音源を選択できないファンクションに、親機側が後から遷移してきた場合の例である
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。
【０２８４】
　図２２Ｂに示したように、親機がＤＶＤを選択しており、子機がＦＭを選択している場
合には、子機側のＤＶＤの表示が「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＤＶＤ）」となっている。続い
て、親機が選択しているファンクションをＤＶＤからＦＭに変更すると、子機側では、「
ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＤＶＤ）」が「ＤＶＤ」に変更になるとともに、「ＦＭ」が「ＭＡ
ＩＮ　ＵＮＩＴ（ＴＵＮＥＲ）」に変化する。この変化に伴い、子機側で再生される音源
はＦＭのままであるが、子機側からＦＭの操作ができなくなる。引き続き、親機が選択し
ているファンクションがＦＭからＡＭに変更となると、子機側の表示は「ＭＡＩＮ　ＵＮ
ＩＴ（ＴＵＮＥＲ）」のままであるが、再生される音源がＦＭからＡＭへと変化する。ま
た、この変化に伴って、子機側の記憶部には、直前までＦＭを再生していた旨の情報が記
録される。
【０２８５】
　次に、親機が選択しているファンクションがＡＭからＵＳＢに変化すると、子機側では
「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＴＵＮＥＲ）」が「ＦＭ」および「ＡＭ」に変化するとともに、
ＵＳＢが「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＵＳＢ）」となり、記憶部に記録されている情報に基づ
いて、ＦＭが再生されることとなる。また、ファンクションがＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ（ＴＵ
ＮＥＲ）からＦＭおよびＡＭと変化することで、子機側からＦＭの操作を行うことも可能
となる。
【０２８６】
　以上のように、本変形例に係るオーディオ信号受信装置では、ファンクションの表示が
「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」となっているものについては、子機から親機の操作が禁止される
。このため、オーディオ信号受信装置のユーザは、表示が「ＭＡＩＮ　ＵＮＩＴ」となっ
ているファンクションについては、親機の操作ができないことを認識することが可能であ
る。
【０２８７】
　このように、本変形例に係るオーディオ信号受信装置では、音源を提供する親機と再生
する子機において、親機・子機が独立して音源を選択可能とすることにより、各々の操作
がお互いのリスニング環境に影響を及ぼすことを避けることができる。また、親機・子機
で同じ音源を選択している場合のように、独立して音源選択が行えない場合には、子機か
らの音源操作を禁止することによって親機側のリスニング環境に弊害を及ぼすことを避け
られる。さらに、親機・子機で同じ音源を選択している場合には、子機側でその旨を表示
することによって、子機側で操作が制限されることを使用者に通知し、子機使用者の混乱
を避けることが出来る。
【０２８８】
　また、音源の選択一覧を子機が動的に作成することにより、ハード制約により複数の音
源が同時に子機から独立して選択不可能な場合も、親機が再生している音源をひとつの仮
想的音源として提示することで親機と同じ音源を選択することが可能となる。さらに、子
機が親機と同じ音源を選択する事になる前に、子機が選択していた音源を記録しておくこ
とにより、親機と子機の音源が同じ音源の選択状態から、独立した音源を選択可能な状態
に遷移した際に、子機の音源を適切な遷移先（記録していた音源）にすることにより、子
機の使用者の混乱を避けることができる。
【０２８９】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について説明したが、本発明は
かかる例に限定されないことは言うまでもない。当業者であれば、特許請求の範囲に記載
された範疇内において、各種の変更例または修正例に想到し得ることは明らかであり、そ
れらについても当然に本発明の技術的範囲に属するものと了解される。
【図面の簡単な説明】
【０２９０】
【図１】基本技術における各機器を表す図を説明するための説明図である。
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【図２】基本技術における機能の概要を説明するための説明図である。
【図３Ａ】基本技術における機器接続について説明するための説明図である。
【図３Ｂ】基本技術における機器接続について説明するための説明図である。
【図３Ｃ】基本技術における機器接続について説明するための説明図である。
【図３Ｄ】基本技術における機器接続について説明するための説明図である。
【図４Ａ】基本技術における識別ＩＤの機能について説明するための説明図である。
【図４Ｂ】基本技術における識別ＩＤの機能について説明するための説明図である。
【図５Ａ】基本技術におけるペアリング機能について説明するための説明図である。
【図５Ｂ】基本技術におけるペアリング機能について説明するための説明図である。
【図５Ｃ】基本技術におけるペアリング機能について説明するための説明図である。
【図６Ａ】基本技術における親機のモードを説明するための説明図である。
【図６Ｂ】基本技術における親機のモードを説明するための説明図である。
【図６Ｃ】基本技術における親機のモードを説明するための説明図である。
【図６Ｄ】基本技術における親機のモードを説明するための説明図である。
【図７】基本技術におけるサブチャンネルの種類の一例を説明するための説明図である。
【図８Ａ】メイン子機が再生可能なオーディオ信号について説明するための説明図である
。
【図８Ｂ】サブ子機が再生可能なオーディオ信号について説明するための説明図である。
【図９Ａ】基本技術におけるチャンネル切り替えについて説明するための説明図である。
【図９Ｂ】基本技術におけるチャンネル切り替えについて説明するための説明図である。
【図１０】基本技術におけるワイヤレスサラウンドスピーカーについて説明するための説
明図である。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係るオーディオ信号伝送システムについて説明する
ための説明図である。
【図１２】同実施形態に係るオーディオ信号送信装置のハードウェア構成を説明するため
のブロック図である。
【図１３】同実施形態に係るオーディオ信号受信装置のハードウェア構成を説明するため
のブロック図である。
【図１４】同実施形態に係るオーディオ信号送信装置の構成を説明するためのブロック図
である。
【図１５】同実施形態に係るオーディオ信号受信装置の構成を説明するためのブロック図
である。
【図１６】同実施形態に係るオーディオ信号受信装置の構成を説明するためのブロック図
である。
【図１７】同実施形態に係るオーディオ信号受信装置におけるオーディオ信号再生モード
について説明するための説明図である。
【図１８】同実施形態に係る再生可能音源について説明するための説明図である。
【図１９Ａ】同実施形態に係るオーディオ信号の受信方法の一例を説明するための説明図
である。
【図１９Ｂ】同実施形態に係るオーディオ信号の受信方法の一例を説明するための説明図
である。
【図２０】同実施形態に係るオーディオ信号受信装置の第１変形例について説明するため
のブロック図である。
【図２１】同変形例に係る再生可能音源について説明するための説明図である。
【図２２Ａ】同変形例に係るオーディオ信号の受信方法の一例を説明するための説明図で
ある。
【図２２Ｂ】同変形例に係るオーディオ信号の受信方法の一例を説明するための説明図で
ある。
【符号の説明】
【０２９１】
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　５　　オーディオ信号伝送システム
　１０　　オーディオ信号送信装置
　２０　　オーディオ信号受信装置
　１５１，２５１　　接続制御部
　１５３，２５３　　伝送制御部
　１５５　　オーディオ信号送信部
　１５７，２６１　　記憶部
　２１５　　表示部
　２５５　　オーディオ信号再生部
　２５７　　表示制御部
　２７１　　音源情報受信部
　２７３，２８１　　再生可能音源設定部
　２７５　　音源選択部
　２７７　　オーディオ信号受信部
 

【図１】 【図２】
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【図６Ｃ】

【図６Ｄ】
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【図８Ａ】 【図８Ｂ】
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【図９Ａ】 【図９Ｂ】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】 【図１３】

【図１４】 【図１５】
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【図１６】 【図１７】

【図１８】

【図１９Ａ】

【図１９Ｂ】

【図２０】
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【図２１】 【図２２Ａ】

【図２２Ｂ】
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